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1 ．食品添加物の規制の推移と安全性評価データのまと
めの経緯
厚生労働省（平成13年 1 月以降，それより前は厚生

省）は食品添加物の安全性再評価の一環として昭和54年
度（1979年度）から毎年，既存の添加物を対象に日本食
品添加物協会の協力により変異原性試験を実施してき
た．昭和54年度から平成10年度までに指定添加物337品
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目，既存添加物（天然添加物）187品目，天然香料49品目，
一般飲食物添加物 7 品目についての変異原性試験データ
を，平成12年に変異遺伝部の林真元部長が中心となりま
とめた（26）．その後，指定添加物に関しては，形状等に
よる分類の廃止などで29品目が消除され（表 1 ），新た
に146品目が追加され（表 2 ），平成28年10月の時点で
454品目が指定されている． 本資料は454品目の指定添
加物について，平成12年の林らの報告を基に、新たに試
験された変異原性試験データを追加したものである（表
3 ）．

2 ．本資料について
従来、食品添加物の変異原性評価には細菌を用いる復

帰突然変異試験（Ames試験），培養細胞を用いる染色
体異常試験，マウスを用いる小核試験が 3 点セットとし
て広く用いられてきた．平成12年の林らの既報（26）でも
これら試験結果のデータを中心としてまとめられてい
る．その後，OECD遺伝毒性試験ガイドラインに，「ト
ランスジェニックげっ歯類の体細胞および生殖細胞を
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用いた遺伝子突然変異試験（TG488）；TGR試験」，「In 
vivo哺乳類アルカリコメットアッセイ（TG489）；コメッ
ト試験」が採用され，食品添加物の評価にも用いられる
ようになった．本資料にはこれら試験結果が追加されて
いる（表 3 ）．両試験は特定の組織での遺伝毒性を評価
できることが長所であるが，TGR試験はAmes試験と同
様の変異原性試験であり，発がん性との相関性が高いこ
とから結果の重みづけは高い．試験未実施の品目の検索
などの際，結果が散逸せず，すべての判定等が一覧でき
ることが望ましいため，表 3 は他誌収載分（たとえば，
東京都立衛生研究所年報に発表されたデータ）も含んで
いる．他誌を含む調査対象文献等は末尾に示した． 3 点
セットの試験結果は主として林らの既報（26）にまとめら
れているものを転記したが，再試験や，それ以降に追
加された品目については，厚生労働省医薬食品局基準
審査課が国立医薬品食品衛生研究所・変異遺伝部に「指
定添加物等の安全性に関する事業」として委託し，外
部受託試験機関が実施した結果が含まれている．表中
に「H22」等，上付きで示されているのは平成22年度に
実施した委託試験であること意味する．内閣府食品安全
委員会（Food Safety Commission；FSC）添加物専門
調査会がまとめた評価書に記載されている試験結果につ
いても記載した．これら結果については，FSCの上付き
で示し参考文献の情報として当該品目の評価書が掲載さ
れているURLを示した．なお，本稿の参考文献番号は，
表 3 に出てくる順序を優先して付した．追加された物質
は消除された物質とともに表 1 ， 2 に一覧にし，表 3 に
おいて番号に下線を引いた．

3 ．特記事項
新たにTGR試験が実施された13品目について，以下

にその評価結果を詳細に解説する．

1 ）Ames試験と染色体異常試験が陽性でin vivo小核
試験が陰性の 5 品目
亜硝酸ナトリウムは昭和54年にAmes試験がTA100，

TA1535，TA98，TA1537，TA94，TA92を用いて，最
高用量10 mg/plateで実施され，S9mixの有無にかかわ
らずTA100とTA1535で陽性の結果が得られた（1）．その
後，都衛研でTA97，TA102 を用いて実施された試験で
は，両株でS9mixの有無にかかわらず，統計学的に有意
な復帰変異株数の増加（最高用量10 mg/plate）が報告
されている（16）．ただし，復帰変異コロニー数が陰性対
照の 2 倍に達していないため，表 3 では陰性とした．本
品目は，他にも多くのAmes試験で陽性の報告があり，
突然変異誘発性が疑われた（27）．

染色体異常については，CHLを用いた染色体異常試

験が最高用量1.0 mg/mL，-S9mixの条件で実施されて
おり，強い構造異常の誘発が報告された（1）．しかしその
後，マウス（ddY）を用いたin vivo骨髄小核試験が実
施され，本品目は最高用量200 mg/kg体重の単回腹腔内
投与，最高用量50 mg/kg体重の 4 回投与（24時間間隔，
腹腔内），及び最高用量400 mg/kg体重の単回経口投与
でいずれも陰性だったと報告されている（9）．

平成21年度には，in vivoでの突然変異誘発性の確認の
ため，gpt delta マウスを用いたTGR試験が肝臓と腺胃
で実施された．臓器選択の理由は，肝臓は多くの物質を
代謝する臓器であり感受性が高いこと，腺胃は経口摂取
で最初に物質が接触する臓器であるためである．最高用
量5,000 mg/kg体重の28日間飲水投与で，いずれの臓器
においても陰性であったことから（H21），Ames試験で観
察された突然変異誘発性は生体内では生じないと考えら
れた．

L-システイン塩酸塩は昭和57年度に，TA100， TA98，
TA2637，TA94を用いたAmes試験が最高用量10 mg/
plate，±S9mixの条件で実施され，TA100の＋S9mixと，
TA2637の±S9mixで陽性の結果が報告されている（4）．
染色体異常試験はCHL細胞を用いて-S9mixで実施され，
構造異常が誘発された（最高用量 2 mg/mL）（4）．その
後，都衛研でTA97とTA102を用いて±S9mixで実施さ
れたAmes試験は，いずれの条件でも陽性（最高用量10 
mg/plate）だった（14）．In vitroで遺伝毒性が検出された
ことから，昭和61年度にマウス（ddY）を用いた骨髄小
核試験が実施された．125，250，500 mg/kg体重の用量
での単回腹腔内投与の試験結果は陰性だった（9）．

平成21年度には，in vivoでの突然変異誘発性の確認の
ため，gpt deltaマウスを用いたTGR試験が肝臓と腺胃で
実施された．最高用量1,000 mg/kg体重の28日間強制経
口投与で，いずれの臓器においても陰性であった（H22）．

以上より，L-システイン塩酸塩はin vitro試験では遺
伝毒性が認められたが，in vivo小核試験，TGR試験で
陰性であったことから，生体にとって遺伝毒性はないも
のと結論された．

シンナムアルデヒドは昭和56年度にTA100，TA1535，
TA98，TA1537，TA92，TA97を用いたAmes試験
が，最高用量0.5 mg/plate，±S9mixの条件で実施され，
TA100でのみ代謝活性化の有無にかかわらず陽性だっ
た（3）．同時に実施されたCHL細胞を用いた染色体異常試
験では-S9mix条件下で構造異常を誘発した（最高用量
0.015 mg/mL）（3）．その後，都衛研でTA97とTA102を
用いて実施されたAmes試験は±S9mixで陰性（最高用
量0.1 mg/plate）だった（14）．In vitroで遺伝毒性が検出
されたことから，昭和61年度にin vivo骨髄小核試験が実
施された．マウス（ddY）に125，250，500 mg/kg体重
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の用量で単回腹腔内投与し，結果は陰性だった（9）．
平成22-23年度にはin vivo突然変異誘発性の確認のた

め，gpt delta マウスを用いて肝臓と小腸（空腸）での
TGR試験が実施された．標的臓器に小腸を選んだ理由
は，経口投与で物質が接触する消化管の一つであるため
である．125，250，500，1,000 mg/kg体重の用量で28
日間強制経口投与され，500，1,000 mg/kg体重の用量
について突然変異誘発性が検討された．いずれの臓器に
おいても陰性の結果が得られた（H22）．

以上より，シンナムアルデヒドはin vitro試験では遺
伝毒性が認められたが，in vivo小核試験，TGR試験で
陰性であったことから，生体にとって遺伝毒性はないも
のと結論された．

乳酸鉄は昭和58年度にAmes試験が実施され，TA97，
TA102お よ びTA2637で は 最 高 用 量5.0 mg/plate，
-S9mixで陽性（5），TA100とTA98では±S9mixで陰性で
あった（5）．同年実施されたCHL細胞を用いた染色体異常
試験は-S9mixで構造異常を誘発した（最高用量2.5 mg/
mL）（5）．その後，都衛研でTA97とTA102を用いて実
施されたAmes試験は±S9mixで陰性の結果であった
が（18），これは最高用量が1.0 mg/plateと不十分であっ
た．昭和61年度に実施されたマウス（ddY）を用いたin 
vivo小核試験は，30 mg/kg体重単回投与（腹腔内）お
よび7.5 mg/kg体重/日を 4 回投与（腹腔内）で，いず
れも陰性と報告されている（7）．

平成23年度には，in vivo突然変異誘発性の確認のた
め，gpt delta マウスを用いて，肝臓と腎臓でのTGR試
験が実施された．標的臓器に腎臓を用いた理由は，腎毒
性が肉眼所見で認められたためである．250，500，1,000 
mg/kg体重の用量で28日間強制経口投与し，500，1,000 
mg/kg体重の用量での突然変異性が検討された．いず
れの臓器においても陰性であったことから（H23），乳酸鉄
は生体内で突然変異を誘発しないと結論された．

没 食 子 酸 プ ロ ピ ル は， 昭 和54年 にAmes試 験 が
TA100，TA98，TA1537について0.5 mg/palateの用量
のみで実施され，代謝活性化系の有無にかかわらず陰性
の結果が得られた（1）．その後，都衛研でTA97，TA102 
を用いて実施された試験では，TA102で代謝活性化系
の有無にかかわらず，統計学的に有意な復帰変異株数の
増加（最高用量100かかわらず，統計）が報告された（13）．
TA100，TA1535 は主にGC塩基対に生じる塩基置換を
検出し，TA102 は主にAT塩基対に生じる塩基置換を検
出する性質があることから，TA100，TA1535で陰性，
TA102で陽性の結果は本品目がAT塩基対と反応性があ
ると示唆された．また，TA98，TA1537，TA97で陰性
であったことから，フレームシフト変異を誘発する可能
性は低いと考えられた． 6 回の試験のうち 5 回は50 µg/

mL以上で陽性を示しているが，用量相関性には通常と
は異なるパターンが示されており，そのメカニズムは不
明である．

このように，本品目はin vitroでAT塩基対での塩基
置換の誘発が示唆されたことから，平成21年度にgpt 
delta マウスを用いたTGR試験が肝臓と腺胃で実施され
た（H21）．最高用量1,000 mg/kg体重の28日間強制経口投
与の結果，いずれの臓器においても陰性だったことか
ら，没食子酸プロピルの突然変異誘発性は，in vitroで
は検出されたが，マウス生体内では生じないと考えられ
た．

染色体異常試験については昭和54年実施の試験で
CHLを用いて，用量0.04 mg/mL，-S9mixの条件で24時
間処理後，構造異常を誘発することが報告された（1）こ
とから，平成21年度にin vivo骨髄小核試験が実施され
た．最高用量1,000 mg/kg体重（ 2 回投与）まで実施し
た試験で陰性であった（H21）．したがって，染色体異常は
in vitroで検出されたが生体内では誘発されないと考え
られた．

以上のことから没食子酸プロピルは生体にとって遺伝
毒性は無いと考えられた．

2 ）Ames試験が陽性，染色体異常試験とin vivo小核
試験は陰性の 2 品目
エリソルビン酸（イソアスコルビン酸）は昭和55年度

にTA100，TA98，TA1535，TA98，TA1537，TA92，
TA94を用いたAmes試験で，最高用量50 mg/plate，±
S9mixの条件で，TA100においてのみ陽性の結果が報告
された（2）．同じく，CHL細胞を用いた染色体異常試験で
は最高用量0.25 mg/mL，-S9mixの条件で陰性の結果が
報告された（2）．都衛研でTA97，TA102 を用いて実施さ
れたAmes試験では，いずれも陰性対照の 2 倍に達する
増加が観察されなかったことから，表 3 ではS9mixの有
無にかかわらず陰性という扱いにしたが，当該報告内で
は，両株の±S9mix条件下で用量相関性を伴った統計学
的に有意な増加であるとされている（最高用量10 mg/
plate）（17）．

その後マウス（ddY）を用いたin vivo骨髄小核試験が
実施され，本品目は最高用量1,500 mg/kg体重の単回投
与，及び最高用量750 mg/kg体重の 4 回投与（24時間間
隔）で陰性だった．

その後，平成21年度にin vivo突然変異試験誘発性の
確認のためgpt delta マウスを用いたTGR試験が肝臓と
腺胃について実施されたが（最高用量1,000 mg/kg体重，
28日間強制経口投与），いずれにおいても点突然変異，
および欠失突然変異の誘発は観察されなかった（H21）．し
たがって，エリソルビン酸は生体にとって遺伝毒性の懸
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念はないと結論された．
ピペロナールは都衛研で実施されたTA97，TA102 

を用いたAmes試験において，最高用量 1 mg /plateの
-S9mix条件でTA97が陽性の結果を示した（16）．本論文
では+S9mix条件下でも統計学的に有意な増加だったさ
れているが，陰性対照の 2 倍には達していなかった．染
色体異常試験の報告は無い．平成22年度にマウス（ICR）
を用いた骨髄小核試験が実施され，250，500，1,000 
mg/kg体重を 2 回経口投与した（24時間間隔）結果はい
ずれも陰性だった（H22）．平成22-23年度に，in vivo突然変
異誘発性の確認のため，gpt deltaマウスを用いたTGR試
験が肝臓と腎臓においてを実施された．用量250，500，
1,000 mg/kg体重の28日間強制経口投与で，用量500，
1,000 mg/kg体重の動物について突然変異誘発性が検討
されたが，いずれの臓器においても陰性であった（H23）．

以上の結果からピペロナールは生体において遺伝毒性
を示さないと結論された．

3 ）Ames試験，染色体異常試験，in vivo小核試験が
すべて陽性であった 1 品目
マルトールは昭和57年度にTA100，TA98，TA2637，

TA94を用いたAmes試験が最高用量10.0 mg/plateで実
施され，±S9mixで陰性であった（4）．同年に実施の染色
体異常試験では最高用量0.075 mg/mL，-S9mixの条件
でCHL細胞に構造異常を誘発が報告されている（4）．その
後，都衛研でTA97とTA102を用いて最高用量10.0 mg/
plate，±S9mixで実施されたAmes試験は，-S9mix，1 
mg/plateの用量でTA97が陰性対照のほぼ 2 倍の復帰変
異コロニー数の誘発が観察された．マウス（ddY）を用
いたin vivo骨髄小核試験では，125，250，500 mg/kg体
重の単回腹腔内投与後24時間で，陽性の判定が報告され
ている（9）．ただし、本品目の用途は香料に限られている
ことから，in vitroで染色体異常が検出された用量に相
当するような濃度での生体での曝露の可能性はない．

平成21年度に，in vivo遺伝子突然変異誘発性の確認の
ため，gpt delta マウスを用いたTGR試験が肝臓と腺胃
において実施された．用量400，200，100，50 mg/kg体
重の28日間強制経口投与で，いずれの臓器においても陰
性であった（H21）．

以上より，マルトールには生体にとって特段問題とな
る遺伝毒性はないと考えられた．

4 ）Ames試験が陰性だった 5 品目
1 -メチルナフタレンは平成17年度にCHL細胞を用い

た染色体異常試験で構造異常の誘発が報告されている
が（H17），平成18年度に実施されたin vivoのマウス骨髄小
核試験は最高用量1,000 mg/kg体重の 2 回投与の試験で

陰性と報告された（H18）．
一方，突然変異誘発性に関しては，昭和55年から平成

14年までに実施された複数のネズミチフス菌を用いた
Ames試験において全て陰性であったのに対し，同じく
ネズミチフス菌を用いた前進突然変異試験では弱い陽
性が報告された（最高用量0.992 mg/mL，2 時間曝露）

（FSC58）．前進突然変異試験は，理論上どのような突然変
異が生じても検出できるが，復帰突然変異試験である
Ames試験では特定の点突然変異以外は検出することが
できない．したがって，前進突然変異試験の結果による
突然変異誘発性についての懸念は，Ames試験の陰性で
は，完全には払拭できないと考えられた．その後，gpt 
deltaマウス（雄および雌）を用いたTGR試験が肺につ
いて実施された．標的臓器として肺が選択された理由
は，平成 5 年に報告されたマウスを用いた81週間慢性毒
性／発がん性併合試験で，肺に弱い発がん性が認められ
たことによる．雌については用量170，280 mg/kg体重，
雄については用量120，220 mg/kg体重の13週混餌投与
でTGR試験が実施されたが，いずれも陰性の結果であっ
た（28, FSC58）．

以上より， 1 -メチルナフタレンは生体にとって問題
となる遺伝毒性はないと考えられた．

食用赤色40号は平成 7 年度に都衛研でTA97とTA102
を用いて実施されたAmes試験では±S9mixで陰性（最
高用量10 mg/plate）と報告された（20）．染色体異常試験
は実施されていない．その後，in vivo試験として，平成
20年度に，マウス（CD1）を用いた骨髄小核試験が実施
され，500，1,000，2,000 mg/kg体重を単回強制経口投
与した結果はいずれも陰性と報告された（H20）．

平成20年度と23年度には，in vivoにおけるDNA傷害
性と，突然変異誘発性の検討のため，マウスを用いたコ
メット試験とTGR試験がそれぞれ実施された．コメッ
ト試験ではCDF 1 マウスを用いて，500，1,000，2,000 
mg/kg体重の用量で強制経口投与（ 2 回，24時間間
隔）し，肝臓と腺胃を調べた結果，いずれも陰性と判定
された（H20,29）．さらに，ICRマウスを用いて500，1,000，
2,000 mg/kg体重の用量で強制経口投与（ 2 回，24時間
間隔）を実施し，肝臓，胃，結腸を調べた結果，胃と
結腸ではいずれも陰性と判定されたが，肝臓について
は用量相関性のない増加が観察された（H23）．TGR試験は
MutaTMMouseを用いて，250，500，1,000 mg/kg体重の
用量で28日間強制経口投与し，肝臓と腺胃における突然
変異誘発性を調べた結果，いずれも陰性の結果であっ
た（H20）．さらに，gpt deltaマウスを用いて250，500，1,000 
mg/kg体重の用量で28日間強制経口投与し，大腸にお
ける突然変異を調べた結果、陰性であった（H23）．

以上より，食用赤色40号は生体にとって問題となる遺
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伝毒性はないと考えられた．
食用赤色102号は昭和54年度に実施されたAmes試

験では，TA100，TA1535，TA98，TA1537，TA92，
TA94を用いて±S9mixの条件下で，いずれも陰性と報
告された（最高用量5.0 mg/plate）（1）．同年に実施さ
れたCHL細胞を用いた染色体異常試験では-S9mixで構
造異常の誘発が観察された（最高用量4.0 mg/mL）（1）．
その後，都衛研でTA97とTA102を用いて実施された
Ames試験は±S9mixで陰性の結果であった（最高用量
10 mg/plate）（18）．In vitroで染色体異常が誘発されたこ
とから，昭和55年度にマウス（ddY）を用いた骨髄小核
試験が実施された．300，600，1,200 mg/kg体重の単回
腹腔内投与と，300 mg/kg体重の 4 回腹腔内投与の結果
はいずれも陰性であった（2）．

平成20年度には，in vivoにおけるDNA傷害性と，突
然変異誘発性の検討のため，マウスを用いたコメット試
験とTGR試験が実施された．コメット試験はCDF 1 マ
ウスを用い，500，1,000，2,000 mg/kg体重の用量で強
制経口投与（ 2 回，24時間間隔）し，肝臓と腺胃を調べ
た結果，いずれも陰性と判定された（H20）．TGR試験は，
MutaTMMouseを用いて実施され，250，500，1,000 mg/
kg体重の用量で28日間強制経口投与後，肝臓と腺胃に
おける突然変異誘発性を調べた結果，いずれも陰性だっ
た（H20）．

以上より，食用赤色102号は生体で遺伝毒性を誘発し
ないものと考えられた．

食用赤色104号は昭和54年度に実施されたAmes試
験では，TA100，TA1535，TA98，TA1537，TA92，
TA94を用いて±S9mixの条件で，いずれも陰性だった

（最高用量5 mg/plate）（1）．同年に実施されたCHL細胞
を用いた染色体異常試験は-S9mix条件下のみで実施さ
れ，陰性だった（最高用量0.25 mg/mL）（1）．その後，
都衛研でTA97とTA102を用いて実施されたAmes試験
は±S9mixで陰性だった（最高用量1 mg/plate）（18）．In 
vitro試験が共に陰性であったことから，マウスを用い
た骨髄小核試験は実施されていない．

In vivoにおけるDNA傷害性と，突然変異誘発性の確
認のため，平成20年度にはマウスを用いたコメット試験
とTGR試験が実施されている．コメット試験はCDF 1
マウスに対して250，500，1,000 mg/kg体重の用量で強
制経口投与（ 2 回，24時間間隔）し，肝臓と腺胃を調べ
た結果，肝臓で疑陽性，腺胃で陽性の結果であった（H20）．
TGR試験はMutaTMMouseを用いて実施された．250，
500，1,000 mg/kg体重の用量で28日間強制経口投与後，
肝臓と腺胃における突然変異誘発性を調べた結果いずれ
も陰性だった（H20）．

以上より，マウスの肝臓と腺胃で実施されたTGR試

験が陰性だったことから，コメット試験で検出された
DNA傷害は生体内で修復され，突然変異に至らない可
能性が高い．したがって，食用赤色104号は生体内で遺
伝毒性（変異原性）を誘発しないと考えられた．

食用赤色105号は昭和54年度に実施されたAmes試
験においては，TA100，TA1535，TA98，TA1537，
TA92，TA94を用いて±S9mixの条件で，いずれも陰
性だった（最高用量5.0 mg/plate）（1）．同年に実施さ
れたCHL細胞を用いた染色体異常試験は-S9mix条件下
のみで実施され，陰性だった（最高用量0.25 mg/mL）

（1）．その後，都衛研でTA97とTA102を用いて実施され
たAmes試験は±S9mixで陰性（最高用量 1 mg/plate）
だった（18）．In vitro試験がいずれも陰性であったことか
ら，in vivo骨髄小核試験は実施されていない．

平成20年度には，in vivoにおけるDNA傷害性と突然
変異誘発性を検討するため，マウスを用いたコメット
試験とTGR試験が実施された．コメット試験はCDF 1
マウスに対して250，500，1,000 mg/kg体重の用量で
強制経口投与（ 2 回，24時間間隔）し，肝臓と腺胃
を調べた結果いずれも陽性だった（H20）．TGR試験は
MutaTMMouseを用いて実施された．250，500，1,000 
mg/kg体重の用量で28日間強制経口投与後，肝臓と腺
胃における突然変異誘発性を調べた結果いずれも陰性
だった（H20）．

以上より，マウスの肝臓と腺胃で実施されたTGR試
験が陰性だったことから，コメット試験で検出された
DNA傷害は生体内で修復され，突然変異に至らない可
能性が高い．したがって，食用赤色105号は生体内で遺
伝毒性（変異原性）を誘発しないと考えられた．

4 ．考察
遺伝毒性試験として実施されている 3 種類の標準的な

試験は，細菌を用いる復帰突然変異試験（Ames試験）
が遺伝子突然変異を，培養細胞を用いる染色体異常試験
とマウスを用いるin vivo小核試験が，染色体異常の誘
発を検出する．染色体異常試験における染色体の構造異
常は損傷を受けたDNAが複製の際に正常に複製されな
いため，その異常が細胞分裂前の間期に，形態の異常と
して染色体上に顕在化して観察される．このような構造
異常の持つ細胞の多くは致死性であり，染色体異常の大
部分は次の世代の細胞に受け継がれることはない．同様
に小核試験における小核も細胞分裂後，娘細胞に一過性
に出現し，次の細胞分裂後には消失する．従って，染色
体異常や小核はDNAが遺伝毒性物質に曝露されたこと
を示すインディケーターであり，細胞のがん化の原因
ではない．コメット試験で観察されるDNAの断片化も
一過性であり，コメット試験もまたインディケーター試
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験である．一方，遺伝子突然変異は不可逆的かつ永続的
である．がん遺伝子，がん抑制遺伝子に生じた遺伝子
突然変異は，細胞の形質転換を引き起こし，がんの起始
細胞を生み出す．つまり，遺伝子突然変異はがんの引き
金となる直接的原因であり、他の遺伝毒性エンドポイン
トと比較し，げっ歯類における発がん性との相関性が高
い（30）．一方，染色体異常試験や，小核試発は偽陽性率
が高く，発がん性試験と相関性が低い（31）．したがって，
染色体異常試験、小核試験，コメット試験で陽性を示し
た化学物質に関してはその生体での変異原性の確認とし
てTGR試験が推奨される．特に、同じ標的組織でコメッ
ト試験とTGR試験が実施され，両者の結果に違いが生
じた場合にはTGRの結果を優先すべきである．また，
TGR試験は同じ遺伝子突然変異試験であるAmes試験の
フォローアップにも有用である．Ames試験においても
薬物代謝などのバクテリア特異的条件，ラットS 9 を用
いるin vitro試験特異的な反応，さらにはin vivoの状況
とは異なる非生理的条件下による非特異的反応により偽
陽性反応がでることがしばしばある．Ames試験陽性物
質をTGR試験によりその突然変異誘発性を生体で確認
することは，科学的にも安全性確認の上でも重要な手法
である．

今回，コメントで取り上げた指定食品添加物13品目の
うち， 8 品目はAmes試験陽性であったが，TGR試験を
実施し，その全てが陰性の結果を示した．これによりこ
れら食品添加物が生体にとって問題となる遺伝毒性，と
くに突然変異誘発性が払拭されたことは，ヒトへの安全
性を担保する上で重要な知見である．TGR試験は平成
23年にOECDガイドラインTG488として施行され，林ら
が食品添加物の変異原性評価データシートを編纂した
平成12年当時はほとんど実施されていなかった．今後，
TGR試験の結果をより充実させ，食品添加物のさらな
る安全性確保を図ることが望まれる． 

5 ．あとがき
今回は食品添加物の分類で最も数の多い指定添加物に

絞って資料を作成した．食品添加物の中で指定添加物に
次いで数が多い既存添加物についても，同様の形で厚労
省実施の遺伝毒性試験結果をまとめる予定である．ま
た，指定添加物についても，今後も追加および消除が繰
り返されると考えられることから，随時このような形で
遺伝毒性の結果をまとめた資料の更新をする． 
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micronucleus and transgenic rodent gene mutation 
tests to detect rodent carcinogens. Mutat. Res., 
802, 1 -29（2016）

31． Kirkland, D., Aardema, M., Henderson. L., Müller, 
L., Evaluation of the ability of a battery of three 
in vitro genotoxicity tests to discriminate rodent 
carcinogens and non-carcinogens I. Sensitivity, 
specificity and relative predictivity. Mutat Res., 
584, 1-256（2005）

H 6 ，H11-H13，H15-H18，H20-H26：厚生省もしくは
厚生労働省委託試験
FSC 1 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20120402449
FSC 2 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20031020097
FSC 3 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20081030009
FSC 4 ： L-アスコルビン酸 2 -グルコシド（L-Ascorbic 

acid- 2 -glucoside）
FSC 5 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20141017263
FSC 6 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20031121192
FSC 7 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20151106466
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FSC 8 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20111007037

FSC 9 ： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20120402447

FSC10： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20110419009

FSC11： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20050328692

FSC12： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20050328693

FSC13： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20081030006

FSC14： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20031121105

FSC15： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20071024003

FSC16： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20110426025

FSC17： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20031121106

FSC18： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20100615442

FSC19： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20170321219

FSC20： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20081030002

FSC21： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20170321219

FSC22： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20110426020

FSC23： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20121212725

FSC24： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20081030004

FSC25： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20140829220

FSC26： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20050815003

FSC27： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20060522001

FSC28： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20110426023

FSC29： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20150605367

FSC30： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20080208003

FSC31： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20080208004
FSC32： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20080208005
FSC33： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20100514404
FSC34： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20081030001
FSC35： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20031121102
FSC36： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20071024007
FSC37： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20081030003
FSC38： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20031020168
FSC39： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20070206002
FSC40： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20071024001
FSC41： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20081030005
FSC42： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20130731245
FSC43： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20040816098
FSC44： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20100315346
FSC45： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20120402448
FSC46： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20100816499
FSC47： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20100430396
FSC48： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20100405375
FSC49： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20110104671
FSC50： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20090914002
FSC51： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20071024004
FSC52： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20110421514
FSC53： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20031121108
FSC54： http://www.fsc.go.jp/fsciis/

evaluationDocument/show/kya20081121002
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FSC55: http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20081030007

FSC56： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20050621001

FSC57： ポリビニルポリピロリドン
（Polyvinylpolypyrrolidone）

FSC58： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20141105273

FSC59： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20040526002

FSC60： http://www.fsc.go.jp/fsciis/
evaluationDocument/show/kya20081016002

【消　　除】

名  称 年 月 日 理  由

硫酸アルミニウムカリウム（乾燥）（別名焼ミョウバン） H12．6 ．30 硫酸アルミニウムカリウムに統合

ピロリン酸第一鉄 H12．6 ．30 流通や使用実績が確認されていない

亜硫酸ナトリウム（無水） H12．6 ．30 亜硫酸ナトリウムに統合

ピロリン酸四ナトリウム（無水） H12．6 ．30 ピロリン酸四ナトリウムに統合

硫酸アルミニウムアンモニウム（乾燥）（別名焼アンモニウム
ミョウバン）

H12．6 ．30 硫酸アルミニウムアンモニウムに統合

リン酸水素二トリウム（無水）（リン酸二ナトリウム（無水）） H12．6 ．30 リン酸水素二ナトリウムに統合

リン酸二水素ナトリウム（無水）（リン酸一ナトリウム（無水）） H12．6 ．30 リン酸二水素ナトリウムに統合

リン酸三ナトリウム（無水） H12．6 ．30 リン酸三ナトリウムに統合

コリンリン酸塩 H12．6 ．30 流通や使用実績が確認されていない

アセチルリシノール酸メチル H12．6 ．30 流通や使用実績が確認されていない

クエン酸（無水） H12．6 ．30 クエン酸に統合

硫酸第一鉄（乾燥） H12．6 ．30 硫酸第一鉄に統合

酢酸ナトリウム（無水） H12．6 ．30 酢酸ナトリウムに統合

水酸化ナトリウム（結晶） H12．6 ．30 水酸化ナトリウムに統合

炭酸ナトリウム（結晶） H12．6 ．30 炭酸ナトリウムに統合

デンプンリン酸エステルナトリウム H21．6 ．4 生産及び使用実績が確認されていない

説明 The date of disappearance and the reasons are indicated.

Table 1 　List of designated food additives eliminated after 2000（As of October 6, 2016）
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Table 2 　List of designated food additives added after 2000（As of October 6, 2016）

説明 The name and the number of designated food additives as of October 6, 2016 are indicated. These numbers 
are consistent with those underlined in Table 3.

【追　　加】
番 号 名  称

2 亜塩素酸水
4 亜酸化窒素
8 L-アスコルビン酸カルシウム
9 L-アスコルビン酸2-グルコシド
13 アスパラギナーゼ
16 アセスルファムカリウム
17 アセチル化アジピン酸架橋デンプン
18 アセチル化酸化デンプン
19 アセチル化リン酸架橋デンプン
20 アセトアルデヒド
24 亜セレン酸ナトリウム
25 アゾキシストロビン
26 アドバンテーム
28 β-アポ-8’-カロテナール
29 （3-アミノ-3-カルボキシプロピル）ジメチルスルホニウム塩
30 アミルアルコール
35 アルギン酸アンモニウム
36 アルギン酸カリウム
37 アルギン酸カルシウム
44 アンモニウムイソバレレート
46 イオン交換樹脂
47 イソアミルアルコール
51 イソキノリン
54 イソバレルアルデヒド
55 イソブタノール
56 イソブチルアルデヒド（別名イソブタナール）
57 イソプロパノール
58 イソペンチルアミン
67 2-エチル-3，5-ジメチルピラジン及び2-エチル-3，6-ジメチルピラジンの混合物
69 2-エチルピラジン
70 3-エチルピリジン
71 2-エチル-3-メチルピラジン
72 2-エチル-5-メチルピラジン
73 2-エチル-6-メチルピラジン
74 5-エチル-2-メチルピリジン
77 エーテル類
89 オクタン酸
91 オクテニルコハク酸デンプンナトリウム
94 過酢酸
102 カンタキサンチン
106 キシリトール（別名キシリット）
110 クエン酸三エチル
113 クエン酸第一鉄ナトリウム（別名クエン酸鉄ナトリウム）
127 グルコン酸ナトリウム
128 グルタミルバリルグリシン
130 L-グルタミン酸アンモニウム
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132 L-グルタミン酸カルシウム
134 L-グルタミン酸マグネシウム
135 ケイ酸カルシウム
136 ケイ酸マグネシウム
140 ケトン類
150 酢酸カルシウム
156 酢酸デンプン
165 サッカリンカルシウム
168 酸化カルシウム
169 酸化デンプン
172 次亜塩素酸水
174 次亜臭素酸水
176 2，3-ジエチルピラジン
177 2，3-ジエチル-5-メチルピラジン
189 脂肪酸類
191 脂肪族高級アルデヒド類（毒性が激しいと一般に認められるものを除く．）
192 脂肪族高級炭化水素類（毒性が激しいと一般に認められるものを除く．）
193 2，3-ジメチルピラジン
194 2，5-ジメチルピラジン
195 2，6-ジメチルピラジン
196 2，6-ジメチルピリジン
201 DL-酒石酸水素カリウム（別名dl-酒石酸水素カリウム又はDL-重酒石酸カリウム）
203 DL-酒石酸ナトリウム（別名dl-酒石酸ナトリウム）
226 水酸化マグネシウム
227 スクラロース（別名トリクロロガラクトスクロース）
228 ステアリン酸カルシウム
229 ステアリン酸マグネシウム
231 ステアロイル乳酸ナトリウム
236 ソルビン酸カルシウム
248 チアミンチオシアン酸塩（別名ビタミンB1ロダン酸塩）
251 チオエーテル類（毒性が激しいと一般に認められるものを除く．）
252 チオール類（別名チオアルコール類）（毒性が激しいと一般に認められるものを除く．）
258 5，6，7，8-テトラヒドロキノキサリン
259 2，3，5，6-テトラメチルピラジン
262 テルペン系炭化水素類
268 トコフェロール酢酸エステル
269 d-α-トコフェロール酢酸エステル
272 トリメチルアミン
273 2，3，5-トリメチルピラジン
276 ナイシン
277 ナタマイシン（別名ピマリシン）
284 二酸化炭素（別名炭酸ガス）
287 乳酸カリウム
291 ネオテーム
303 バレルアルデヒド
306 ビオチン
308 ビスベンチアミン（別名ベンゾイルチアミンジスルフイド）
311 1-ヒドロキシエチリデン-1・1-ジホスホン酸
313 ヒドロキシシトロネラールジメチルアセタール
314 ヒドロキシプロピル化リン酸架橋デンプン
315 ヒドロキシプロピルセルロース
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316 ヒドロキシプロピルデンプン
317 ヒドロキシプロピルメチルセルロース
318 ピペリジン
321 ひまわりレシチン
323 ピラジン
325 ピリメタニル
328 ピロリジン
334 ピロール
339 2-（3-フェニルプロピル）ピリジン
340 フェネチルアミン
341 フェノールエーテル類（毒性が激しいと一般に認められるものを除く．）
342 フェノール類（毒性が激しいと一般に認められるものを除く．）

343
フェロシアン化物（フェロシアン化カリウム（別名ヘキサシアノ鉄（II）酸カリウム），フェロシアン化カル
シウム（別名ヘキサシアノ鉄（II）酸カルシウム）及びフェロシアン化ナトリウム（別名ヘキサシアノ鉄（II）
酸ナトリウム）に限る．）

344 ブタノール
345 ブチルアミン
346 ブチルアルデヒド
350 フルジオキソニル
352 プロパノール
353 プロピオンアルデヒド
369 2-ペンタノール （別名sec -アミルアルコール）
370 trans- 2 -ペンテナール
371 1-ペンテン-3-オール
372 芳香族アルコール類
373 芳香族アルデヒド類（毒性が激しいと一般に認められるものを除く。）
377 ポリソルベート20
378 ポリソルベート60
379 ポリソルベート65
380 ポリソルベート80
381 ポリビニルピロリドン
382 ポリビニルポリピロリドン
394 5-メチルキノキサリン
395 6-メチルキノリン
396 5-メチル-6，7-ジヒドロ-5H-シクロペンタピラジン
398 1-メチルナフタレン
400 2-メチルピラジン
401 2-メチルブタノール
402 3-メチル-2-ブタノール
403 2-メチルブチルアルデヒド
404 trans-2-メチル-2-ブテナール
405 3-メチル-2-ブテナール
406 3-メチル-2-ブテノール
417 ラクトン類（毒性が激しいと一般に認められるものを除く．）
422 5’-リボヌクレオチドカルシウム（別名5’-リボヌクレオタイドカルシウム）
431 硫酸カリウム
439 リン酸架橋デンプン
440 リン酸化デンプン
443 リン酸三マグネシウム（別名第三リン酸マグネシウム）
452 リン酸一水素マグネシウム
454 リン酸モノエステル化リン酸架橋デンプン
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8.2
6

−
H

26
−

H
26

−
FS

C4

10
L-

ア
ス

コ
ル

ビ
ン

酸
ス

テ
ア

リ
ン

酸
エ

ス
テ

ル
（

別
名

ビ
タ

ミ
ン

C
ス

テ
ア

レ
ー

ト
）

l-a
sc

or
bi

c 
st

ea
ra

te（
vi

ta
m

in
 c

 
st

ea
ra

te
）

酸
化

防
止

剤
ほ

か
25

39
5-

66
-8

44
2.5

9
−（

4）（
16

）
−（

4）

11
L-

ア
ス

コ
ル

ビ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
ビ

タ
ミ

ン
Cナ

ト
リ

ウ
ム

）
so

di
um

 l-
as

co
rb

at
e（

vi
ta

m
in

 
c 

so
di

um
）

酸
化

防
止

剤
ほ

か
13

4-
03

-2
19

8.1
1

−
H

20
−

H
20

−
H

20

12
L-

ア
ス

コ
ル

ビ
ン

酸
パ

ル
ミ

チ
ン

酸
エ

ス
テ

ル
（

別
名

ビ
タ

ミ
ン

C
パ

ル
ミ

テ
ー

ト
）

l-a
sc

or
bi

c 
pa

lm
ita

te（
vi

ta
m

im
 

c 
pa

lm
ita

te
）

酸
化

防
止

剤
ほ

か
13

7-
66

-6
41

4.5
3

−（
17

）
−

H
22

13
ア

ス
パ

ラ
ギ

ナ
ー

ゼ
as

pa
ra

gi
na

se
製

造
用

剤
90

15
-6

8-
3

−
FS

C5
−

FS
C5

14
L-

ア
ス

パ
ラ

ギ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

m
on

os
od

iu
m

  l
-a

sp
ar

ta
te

調
味

料
ほ

か
37

92
-5

0-
5

17
3.1

0
−（

3）（
17

）
−（

3）

15
ア

ス
パ

ル
テ

ー
ム

（
別

名
α

-L
-ア

ス
パ

ル
チ

ル
-L

-フ
ェ

ニ
ル

ア
ラ

ニ
ン

メ
チ

ル
エ

ス
テ

ル
）

as
pa

rt
am

e（
α

-l-
as

pa
rt

yl
-l-

ph
en

yl
al

an
in

e 
m

et
hy

l e
st

er
）

甘
味

料
22

83
9-

47
-0

29
4.3

0
−（

16
）

−
H

23

16
ア

セ
ス

ル
フ

ァ
ム

カ
リ

ウ
ム

ac
es

ul
fa

m
e 

po
ta

ss
iu

m
甘

味
料

ほ
か

55
58

9-
62

-3
20

1.2
4

−（
21

）
−（

22
）

17
ア

セ
チ

ル
化

ア
ジ

ピ
ン

酸
架

橋
デ

ン
プ

ン
ac

et
yl

at
ed

 d
ist

ar
ch

 a
di

pa
te

増
粘

安
定

剤
ほ

か
68

13
0-

14
-3

加
工

デ
ン

プ
ン

と
し

て
評

価

18
ア

セ
チ

ル
化

酸
化

デ
ン

プ
ン

ac
et

yl
at

ed
 o

xi
di

ze
d 

st
ar

ch
増

粘
安

定
剤

ほ
か

68
18

7-
08

-6
加

工
デ

ン
プ

ン
と

し
て

評
価

19
ア

セ
チ

ル
化

リ
ン

酸
架

橋
デ

ン
プ

ン
ac

et
yl

at
ed

 d
ist

ar
ch

 p
ho

sp
ha

te
増

粘
安

定
剤

ほ
か

-
加

工
デ

ン
プ

ン
と

し
て

評
価

20
ア

セ
ト

ア
ル

デ
ヒ

ド
ac

et
al

de
hy

de
香

料
ほ

か
75

-0
7-

0
44

.05
−

FS
C6

+FS
C6

21
ア

セ
ト

酢
酸

エ
チ

ル
et

hy
l a

ce
to

ac
et

at
e

香
料

14
1-

97
-9

13
0.1

4
−（

3）（
12

）
−（

3）

22
ア

セ
ト

フ
ェ

ノ
ン

ac
et

op
he

no
ne

香
料

98
-8

6-
2

12
0.1

5
−（

12
）



89厚生労働省による指定添加物の変異原性評価データシート

№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

23
ア

セ
ト

ン
ac

et
on

e
製

造
用

剤
67

-6
4-

1
58

.08
‒（

1）（
17

）
+（

1）

24
亜

セ
レ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 s
el

en
ite

 p
en

ta
hy

dr
a

te
強

化
剤

10
10

2-
18

-8
17

2.9
4

+FS
C7

+FS
C7

+FS
C7

25
ア

ゾ
キ

シ
ス

ト
ロ

ビ
ン

az
ox

ys
tr

ob
in

保
存

料
ほ

か
13

18
60

-3
3-

8
40

3.4
−

FS
C8

−
FS

C8

26
ア

ド
バ

ン
テ

ー
ム

ad
va

nt
am

e
甘

味
料

71
42

29
-2

0-
6

47
6.5

2
−

FS
C9

−
FS

C9

27
ア

ニ
ス

ア
ル

デ
ヒ

ド
（

別
名

パ
ラ

メ
ト

キ
シ

ベ
ン

ズ
ア

ル
デ

ヒ
ド

）
an

isa
ld

eh
yd

e（
p 

-m
et

ho
xy

be
nz

al
de

hy
de

）
香

料
12

3-
11

-5
13

6.1
5

−（
2）（

12
）

−（
2）

28
β

-ア
ポ

-8
’-カ

ロ
テ

ナ
ー

ル
β

-a
po

-8
’-c

ar
ot

en
al

着
色

料
11

07
-2

6-
2

41
6.6

4
−

FS
C1

0
−

FS
C1

0
−

FS
C1

0

29
（

3
-ア

ミ
ノ

-3
-カ

ル
ボ

キ
シ

プ
ロ

ピ
ル

）
ジ

メ
チ

ル
ス

ル
ホ

ニ
ウ

ム
塩

（
3-

am
in

o-
3-

ca
rb

ox
yp

ro
py

l）
di

m
et

hy
lsu

lfo
ni

um
  c

hl
or

id
e

香
料

34
93

-1
2-

7
19

9.7
−

H
21

−
H

21
−

H
21

30
ア

ミ
ル

ア
ル

コ
ー

ル
am

yl
al

co
ho

l
香

料
71

-4
1-

0
88

.15
−

H
16

−
H

16

31
α

-ア
ミ

ル
シ

ン
ナ

ム
ア

ル
デ

ヒ
ド

（
別

名
α

-ア
ミ

ル
シ

ン
ナ

ミ
ッ

ク
ア

ル
デ

ヒ
ド

）

α
-a

m
yl

ci
nn

am
al

de
hy

de（
α

-a
m

yl
ci

nn
am

ic
  a

ld
eh

yd
e）

香
料

12
2-

40
-7

20
2.2

9
−（

12
）

−
H

24

32
D

L-
ア

ラ
ニ

ン
D

L-
al

an
in

e
調

味
料

ほ
か

30
2-

72
-7

89
.09

−（
3）（

17
）

−（
3）

33
亜

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

亜
硫

酸
ソ

ー
ダ

）
so

di
um

 s
ul

fit
e

保
存

料
ほ

か
77

57
-8

3-
7

12
6.0

4
−（

1）（
12

）
−（

1）
（

1）
は

結
晶

，（
12

）
は

無
水

物
で

実
施

34
L-

ア
ル

ギ
ニ

ン
L-

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

塩
L-

ar
gi

ni
ne

 L
-g

lu
ta

m
at

e
調

味
料

ほ
か

43
20

-3
0-

3
32

1.3
3

−（
4）（

20
）

−（
4）

35
ア

ル
ギ

ン
酸

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

am
m

on
iu

m
 a

lg
in

at
e

乳
化

剤
ほ

か
90

05
-3

4-
9

−
FS

C1
1

36
ア

ル
ギ

ン
酸

カ
リ

ウ
ム

po
ta

ss
iu

m
  a

lg
in

at
e

乳
化

剤
ほ

か
90

05
-3

6-
1

−
FS

C1
2

37
ア

ル
ギ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
 a

lg
in

at
e

乳
化

剤
ほ

か
90

05
-3

5-
0

塩
違

い
の

物
質

参
照

38
ア

ル
ギ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 a
lg

in
at

e
糊

料
90

05
-3

8-
3

−（
2）（

8）（
18

）
−（

2）

39
ア

ル
ギ

ン
酸

プ
ロ

ピ
レ

ン
グ

リ
コ

ー
ル

エ
ス

テ
ル

pr
op

yl
en

e 
gl

yc
ol

 a
lg

in
at

e
糊

料
−（

2）（
13

）
−（

2）

40
安

息
香

酸
be

nz
oi

c 
ac

id
保

存
料

65
-8

5-
0

12
2.1

2
−（

2）（
11

）
−（

2）

41
安

息
香

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

so
di

um
 b

en
zo

at
e

保
存

料
53

2-
32

-1
14

4.1
0

−（
1）（

19
）

+（
1）

−
H

20

42
ア

ン
ト

ラ
ニ

ル
酸

メ
チ

ル
（

別
名

ア
ン

ス
ラ

ニ
ル

酸
メ

チ
ル

）
m

et
hy

l a
nt

hr
an

ila
te

香
料

13
4-

20
-3

15
1.1

6
−（

12
）

+H
22

43
ア

ン
モ

ニ
ア

am
m

on
ia

製
造

用
剤

76
64

-4
1-

7
17

.03
−（

18
）

44
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
イ

ソ
バ

レ
レ

ー
ト

am
m

on
iu

m
 is

ov
al

er
at

e
香

料
14

49
43

0-
58

-3
32

3.4
3

−
H

17
−

H
17

45
イ

オ
ノ

ン
（

別
名

ヨ
ノ

ン
）

io
no

ne
香

料
80

13
-9

0-
9

19
2.3

0
−（

20
）

−
H

24
α

, β
の

混
合

物
で

実
施

46
イ

オ
ン

交
換

樹
脂

io
n 

ex
ch

an
ge

 r
es

in
製

造
用

剤
47

イ
ソ

ア
ミ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

iso
am

yl
al

co
ho

l
香

料
12

3-
51

-3
88

.15
−

H
16

−
H

16
−

H
16

48
イ

ソ
オ

イ
ゲ

ノ
ー

ル
iso

eu
ge

no
l

香
料

97
-5

4-
1

16
4.2

0
−（

12
）

−
H

23

49
イ

ソ
吉

草
酸

イ
ソ

ア
ミ

ル
iso

am
yl

 is
ov

al
er

at
e

香
料

65
9-

70
-1

17
2.2

6
−（

3）（
12

）
−（

3）

50
イ

ソ
吉

草
酸

エ
チ

ル
et

hy
l i

so
va

le
ra

te
香

料
10

8-
64

-5
13

0.1
8

−（
3）（

12
）

−（
3）

51
イ

ソ
キ

ノ
リ

ン
iso

qu
in

ol
in

e
香

料
11

9-
65

-3
12

9.1
6

+H
18

−
H

21
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

52
イ

ソ
チ

オ
シ

ア
ネ

ー
ト

類
（

毒
性

が
激

し
い

と
一

般
に

認
め

ら
れ

る
も

の
を

除
く

．）

is
ot

hi
oc

ya
na

te
s（

ex
ce

pt
 t

ho
se

 g
en

er
al

ly
 r

ec
og

ni
ze

d 
as

 
hi

gh
ly

 to
xi

c）
香

料
54

2-
85

-8
−（

19
）

エ
チ

ル
イ

ソ
チ

オ
シ

ア
ネ

ー
ト

で
実

施

53
イ

ソ
チ

オ
シ

ア
ン

酸
ア

リ
ル

（
別

名
揮

発
ガ

イ
シ

油
）

al
ly

l i
so

th
io

cy
an

at
e（

vo
la

til
e 

oi
l o

f m
us

ta
rd

）
香

料
57

-0
6-

7
99

.16
−（

12
）

+H
22

54
イ

ソ
バ

レ
ル

ア
ル

デ
ヒ

ド
iso

va
le

ra
ld

eh
yd

e
香

料
59

0-
86

-3
86

.13
−

FS
C1

3
−

H
17

55
イ

ソ
ブ

タ
ノ

ー
ル

iso
bu

ta
no

l
香

料
78

-8
3-

1
74

.12
−

FS
C1

4
−

H
16

56
イ

ソ
ブ

チ
ル

ア
ル

デ
ヒ

ド
（

別
名

イ
ソ

ブ
タ

ナ
ー

ル
）

iso
bu

ty
ｒ

al
de

hy
de（

iso
bu

ta
n

al
）

香
料

78
-8

4-
2

72
.11

−
FS

C1
5

+FS
C1

5
−

FS
C1

5

57
イ

ソ
プ

ロ
パ

ノ
ー

ル
iso

pr
op

an
ol

製
造

用
剤

ほ
か

67
-6

3-
0

60
.10

−
FS

C1
6

−
FS

C1
6

58
イ

ソ
ペ

ン
チ

ル
ア

ミ
ン

iso
pe

nt
yl

am
in

e
香

料
10

7-
85

-7
87

.16
−

H
18

−
H

18
−

H
18

59
L-

イ
ソ

ロ
イ

シ
ン

l-i
so

le
uc

in
e

強
化

剤
73

-3
2-

5
13

1.1
7

−（
3）（

15
）

−（
3）

60
5

’-イ
ノ

シ
ン

酸
二

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

5
’-イ

ノ
シ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

di
so

di
um

 5
’-i

no
si

na
te（

so
di

um
 5

’-in
os

in
at

e）
調

味
料

ほ
か

46
91

-6
5-

0
39

2.1
7

−（
1）（

17
）

+（
1）

−
H

20

61
イ

マ
ザ

リ
ル

im
az

al
il

防
か

び
剤

35
55

4-
44

-0
29

7.1
8

−（
20

）

62
イ

ン
ド

ー
ル

及
び

そ
の

誘
導

体
in

do
le

s 
an

d 
its

 d
er

iv
at

iv
es

香
料

12
0-

72
-9

（
in

do
le

）
−（

19
） −

H
26

−
H

23

63
5

’-ウ
リ

ジ
ル

酸
二

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

5
’-ウ

リ
ジ

ル
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

di
so

di
um

 5
’-u

ri
dy

la
te（

so
di

um
 5

’-u
rid

yl
at

e）
調

味
料

ほ
か

33
87

-3
6-

8
36

8.1
5

−（
1）（

17
）

+（
1）

−
H

22

64
γ

-ウ
ン

デ
カ

ラ
ク

ト
ン

（
別

名
ウ

ン
デ

カ
ラ

ク
ト

ン
）

γ
-u

nd
ec

al
ac

to
ne（

un
de

ca
la

c
to

ne
）

香
料

10
4-

67
-6

18
4.2

8
−（

3）（
12

）
−（

3）
−（

9）

65
エ

ス
テ

ル
ガ

ム
es

te
r 

gu
m

ガ
ム

ベ
ー

ス
−（

2）
−（

2）

66
エ

ス
テ

ル
類

es
te

rs
香

料
−（

2）
or（

4）
−（

2）
or（

4）

ア
ン

ト
ラ

ニ
ル

酸
シ

ン
ナ

ミ
ル

，
カ

プ
リ

ル
酸

エ
チ

ル
，

カ
プ

ロ
ン

酸
ア

リ
ル

，
カ

プ
ロ

ン
酸

エ
チ

ル

67
2

-エ
チ

ル
-3

,5-
ジ

メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
及

び
2

-エ
チ

ル
-3

,6-
ジ

メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
の

混
合

物

m
ix

tu
re

 o
f 

2-
et

h
y

l-
3,

5-
d

im
et

h
y

lp
y

ra
zi

n
e 

an
d 

2-
et

hy
l-3

,6-
di

m
et

hy
lp

yr
az

in
e

香
料

55
03

1-
15

-7
13

6.2
0

−
FS

C1
7

68
エ

チ
ル

バ
ニ

リ
ン

（
別

名
エ

チ
ル

ワ
ニ

リ
ン

）
et

hy
lv

an
ill

in
香

料
12

1-
32

-4
16

6.1
7

−（
2）（

12
）

−（
2）

69
2

-エ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2-

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
13

92
5-

00
-3

10
8.1

4
+H

16

70
3

-エ
チ

ル
ピ

リ
ジ

ン
3-

et
hy

lp
yr

id
in

e
香

料
53

6-
78

-7
10

7.1
5

+H
16

−
H

17

71
2

-エ
チ

ル
-3

-メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2-

et
hy

l-3
-m

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
15

70
7-

23
-0

12
2.1

7
−

H
16

−
H

16
−

H
16

72
2

-エ
チ

ル
-5

-メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2-

et
hy

l-5
-m

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
13

36
0-

64
-0

12
2.1

7
−

H
16

−
H

16

73
2

-エ
チ

ル
-6

-メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2-

et
hy

l-6
-m

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
13

92
5-

03
-6

12
2.1

7
−

H
17

−
H

17
2

-エ
チ

ル
-5

-メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
と

の
混

合
物

で
実

施
74

5
-エ

チ
ル

-2
-メ

チ
ル

ピ
リ

ジ
ン

5-
et

hy
l-2

-m
et

hy
lp

yr
id

in
e

香
料

10
4-

90
-5

12
1.1

8
−

FS
C1

8
−

FS
C1

8
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

75

エ
チ

レ
ン

ジ
ア

ミ
ン

四
酢

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

ニ
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
ED

T
A

カ
ル

シ
ウ

ム
ニ

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

ca
lc

iu
m

  
di

so
di

um
 e

th
yl

en
e

di
am

in
et

et
ra

ac
et

at
e（

ca
lc

iu
m

 
di

so
di

um
 e

dt
a）

酸
化

防
止

剤
62

-3
3-

9
41

0.3
0

−（
13

）
−

H
22

76
エ

チ
レ

ン
ジ

ア
ミ

ン
四

酢
酸

二
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
ED

T
A

二
ナ

ト
リ

ウ
ム

）

di
so

di
um

  
et

hy
le

ne
di

am
in

et
et

ra
ac

et
at

e（
di

so
di

um
  e

dt
a）

酸
化

防
止

剤
63

81
-9

2-
6

37
2.2

4
−（

13
）

77
エ

-テ
ル

類
et

he
rs

香
料

78
エ

リ
ソ

ル
ビ

ン
酸

（
別

名
イ

ソ
ア

ス
コ

ル
ビ

ン
酸

）
er

yt
ho

rb
ic

 a
ci

d（
is

oa
sc

or
bi

c 
ac

id
）

酸
化

防
止

剤
89

-6
5-

6
17

6.1
2

+（
2）
−（

17
）

−（
2）

−（
9）

T
GR

:−
H

21
T

GR
試

験
対

象
：

マ
ウ

ス
肝

臓
，

胃
（

腺
胃

）

79
エ

リ
ソ

ル
ビ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

イ
ソ

ア
ス

コ
ル

ビ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）

so
di

um
  e

ry
th

or
ba

te（
so

di
um

  
iso

as
co

rb
at

e）
酸

化
防

止
剤

63
81

-7
7-

7
21

6.1
2

−（
1）（

14
）

−（
1）

80
エ

ル
ゴ

カ
ル

シ
フ

ェ
ロ

ー
ル

（
別

名
カ

ル
シ

フ
ェ

ロ
ー

ル
又

は
ビ

タ
ミ

ン
D

2
）

er
go

ca
lc

ife
ro

l（
ca

lc
ife

ro
l  

or
 

vi
ta

m
in

 D
2）

強
化

剤
50

-1
4-

6
39

6.6
5

−（
1）（

20
）

−（
1）

81
塩

化
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
am

m
on

iu
m

 c
hl

or
id

e
膨

張
剤

12
12

5-
02

-9
53

.49
−（

2）（
16

）
+（

2）
−（

9）

82
塩

化
カ

リ
ウ

ム
po

ta
ss

iu
m

 c
hl

or
id

e
調

味
料

74
47

-4
0-

7
74

.55
−（

17
）

−
H

23

83
塩

化
カ

ル
シ

ウ
ム

ca
lc

iu
m

 c
hl

or
id

e
豆

腐
用

凝
固

剤
ほ

か
10

04
3-

52
-4

11
0.9

8
−（

1）（
12

）
−（

1）

84
塩

化
第

二
鉄

fe
rr

ic
 c

hl
or

id
e

強
化

剤
10

02
5-

77
-1

27
0.2

9
−（

4）（
15

）
−（

4）

85
塩

化
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
m

ag
ne

siu
m

 c
hl

or
id

e
豆

腐
用

凝
固

剤
ほ

か
77

91
-1

8-
6

20
3.3

0
−（

4）（
5）（

18
）

−（
4）

86
塩

酸
hy

dr
oc

hl
or

ic
 a

ci
d

製
造

用
剤

76
47

-0
1-

0
36

.46
−（

16
）

87
オ

イ
ゲ

ノ
ー

ル
eu

ge
no

l
香

料
97

-5
3-

0
16

4.2
0

−（
2）（

14
）

+（
2）

−（
9）

88
オ

ク
タ

ナ
ー

ル
（

別
名

オ
ク

チ
ル

ア
ル

デ
ヒ

ド
又

は
カ

プ
リ

ル
ア

ル
）

oc
ta

na
l（

ca
pr

yl
 a

ld
eh

yd
e 

or
 

oc
ty

l a
ld

eh
yd

e）
香

料
12

4-
13

-0
12

8.2
1

−（
14

）
−

H
22

89
オ

ク
タ

ン
酸

oc
ta

no
ic

 a
ci

d
香

料
12

4-
07

-2
−

FS
C1

9

90
オ

ク
タ

ン
酸

エ
チ

ル
（

別
名

カ
プ

リ
ル

酸
エ

チ
ル

）
et

hy
l o

ct
an

oa
te（

et
hy

l c
ap

ry
l

at
e）

香
料

10
6-

32
-1

17
2.2

6
−（

14
）

−
H

25

91
オ

ク
テ

ニ
ル

コ
ハ

ク
酸

デ
ン

プ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
st

ar
ch

 s
od

iu
m

 o
ct

en
yl

 s
uc

ci
na

te
増

粘
安

定
剤

ほ
か

-
−

FS
C2

0

92
オ

ル
ト

フ
ェ

ニ
ル

フ
ェ

ノ
ー

ル
及

び
オ

ル
ト

フ
ェ

ニ
ル

フ
ェ

ノ
ー

ル
ナ

ト
リ

ウ
ム

o 
-p

he
ny

lp
he

no
l a

nd
 s

od
iu

m
 

o 
-p

he
ny

lp
he

na
te

防
か

び
剤

90
-4

3-
7

17
0.2

1
−（

1）
オ

ル
ト

フ
ェ

ニ
ル

フ
ェ

ノ
ー

ル
は

染
色

体
異

常
試

験
陰

性

93
オ

レ
イ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 o
le

at
e

被
膜

剤
14

3-
19

-1
30

4.4
4

−（
14

）

94
過

酢
酸

pe
ra

ce
tic

 a
ci

d
保

存
料

ほ
か

79
-2

1-
0

+FS
C2

1
+FS

C2
1

−
FS

C2
1

95
過

酸
化

水
素

hy
dr

og
en

 p
er

ox
id

e
殺

菌
剤

77
22

-8
4-

1
34

.01
−（

1）（
16

）
+（

1）
−

H
21

96
過

酸
化

ベ
ン

ゾ
イ

ル
be

nz
oy

l p
er

ox
id

e
小

麦
粉

処
理

剤
94

-3
6-

0
24

2.2
3

−（
1）（

12
）

−（
1）

97
カ

ゼ
イ

ン
ナ

ト
リ

ウ
ム

so
di

um
  c

as
ei

na
te

製
造

用
剤

90
05

-4
6-

3
−（

5）（
18

）
−（

5）
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

98
過

硫
酸

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

am
m

on
iu

m
 p

er
su

lfa
te

小
麦

粉
処

理
剤

77
27

-5
4-

0
22

8.2
0

−（
2）（

12
）

−（
2）

99
カ

ル
ボ

キ
シ

メ
チ

ル
セ

ル
ロ

ー
ス

カ
ル

シ
ウ

ム
（

別
名

繊
維

素
グ

リ
コ

ー
ル

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

）

ca
lc

iu
m

  
ca

rb
ox

ym
et

hy
lc

el
l

ul
os

e（
ca

lc
iu

m
  

ce
llu

lo
se

  
gl

y
co

la
te

）
糊

料
90

50
-0

4-
8

−（
4）

−（
4）

10
0

カ
ル

ボ
キ

シ
メ

チ
ル

セ
ル

ロ
ー

ス
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
繊

維
素

グ
リ

コ
ー

ル
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

so
di

um
 c

ar
bo

xy
m

et
hy

lc
el

lu
l

os
e（

so
di

um
 c

el
lu

lo
se

  
gl

yc
ol

at
e）

糊
料

90
04

-3
2-

4
−（

1）（
13

）
−（

1）

10
1

β
-カ

ロ
テ

ン
（

別
名

β
-カ

ロ
チ

ン
）

β
-c

ar
ot

en
e

着
色

料
ほ

か
72

35
-4

0-
7

53
6.8

8
−（

1）（
13

）
±（

1）

10
2

カ
ン

タ
キ

サ
ン

チ
ン

ca
nt

ha
xa

nt
hi

n
着

色
料

51
4-

78
-3

56
4.8

2
−

FS
C2

2
−

FS
C2

2
−

FS
C2

2

10
3

ギ
酸

イ
ソ

ア
ミ

ル
iso

am
yl

  f
or

m
at

e
香

料
11

0-
45

-2
11

6.1
6

−（
3）（

16
）

−（
3）

10
4

ギ
酸

ゲ
ラ

ニ
ル

ge
ra

ny
l f

or
m

at
e

香
料

10
5-

86
-2

18
2.2

6
−（

14
）

−
H

24

10
5

ギ
酸

シ
ト

ロ
ネ

リ
ル

ci
tr

on
el

ly
l f

or
m

at
e

香
料

10
5-

85
-1

−（
20

）
−

H
24

10
6

キ
シ

リ
ト

ー
ル

（
別

名
キ

シ
リ

ッ
ト

）
xy

lit
ol

甘
味

料
87

-9
9-

0
15

2.1
5

−（
23

）
−（

23
）

10
7

5
’-グ

ア
ニ

ル
酸

二
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
5

’-グ
ア

ニ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）

di
so

di
um

  
5’-

gu
an

yl
at

e（
so

di
um

  5
’-g

ua
ny

la
te

）
香

料
ほ

か
55

50
-1

2-
9

40
7.1

8
−（

3）（
17

）
−（

3）

10
8

ク
エ

ン
酸

ci
tr

ic
 a

ci
d

酸
味

料
77

-9
2-

9
19

2.1
2

−（
1）（

15
）

−（
1）

（
1）

は
結

晶
，（

15
）

は
無

水
物

で
実

施
10

9
ク

エ
ン

酸
イ

ソ
プ

ロ
ピ

ル
iso

pr
op

yl
  c

itr
at

e
酸

化
防

止
剤

39
41

3-
05

-3
−（

13
）

11
0

ク
エ

ン
酸

三
エ

チ
ル

tr
ie

th
yl

 c
itr

at
e

甘
味

料
77

-9
3-

0
27

6.2
8

−
H

26
−

H
26

−
H

26

11
1

ク
エ

ン
酸

一
カ

リ
ウ

ム
及

び
ク

エ
ン

酸
三

カ
リ

ウ
ム

m
on

op
ot

as
siu

m
 c

itr
at

e 
 a

nd
 

tr
ip

ot
as

siu
m

  c
itr

at
e

香
料

ほ
か

86
6-

83
-1

23
0.2

1
−（

17
）

−（
8）
−

H
25

Re
c 

as
sa

y:
  

+（
8）

（
17

）
は

一
カ

リ
ウ

ム
，

三
カ

リ
ウ

ム
そ

れ
ぞ

れ
で

実
施

（
8）

は
一

カ
リ

ウ
ム

，
H

25
は

三
カ

リ
ウ

ム
で

実
施

11
2

ク
エ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
 c

itr
at

e
強

化
剤

ほ
か

81
3-

94
-5

57
0.4

9
−（

5）（
13

）
−（

5）

11
3

ク
エ

ン
酸

第
一

鉄
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
ク

エ
ン

酸
鉄

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

so
di

um
 f

er
ro

us
 c

itr
at

e（
so

di
um

 ir
on

 c
itr

at
e）

栄
養

強
化

剤
50

71
7-

86
-7

52
6.0

1
−

H
22

+H
22

11
4

ク
エ

ン
酸

鉄
fe

rr
ic

 c
itr

at
e

強
化

剤
77

-9
2-

9
19

2.1
2

−（
4）（

15
）

−（
4）

11
5

ク
エ

ン
酸

鉄
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
fe

rr
ic

 a
m

m
on

iu
m

 c
itr

at
e

強
化

剤
11

85
-5

7-
5

−（
4）（

15
）

−（
4）

11
6

ク
エ

ン
酸

三
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
ク

エ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
tr

iso
di

um
 c

itr
at

e（
so

di
um

 c
it

ra
te

）
酸

味
料

68
-0

4-
2

25
8.0

7
−（

17
）

−（
1）

11
7

グ
リ

シ
ン

gl
yc

in
e

調
味

料
ほ

か
56

-4
0-

6
75

.07
−（

3）（
19

）
−（

3）
（

3）
は

結
晶

品
と

粉
末

品
そ

れ
ぞ

れ
に

つ
い

て
実

施
（

19
）

は
結

晶
品

で
実

施

11
8

グ
リ

セ
リ

ン
（

別
名

グ
リ

セ
ロ

ー
ル

）
gl

yc
er

ol（
gl

yc
er

in
）

製
造

用
剤

56
-8

1-
5

92
.09

−（
2）（

19
）

−（
2）

11
9

グ
リ

セ
リ

ン
脂

肪
酸

エ
ス

テ
ル

gl
yc

er
ol

 e
st

er
s 

of
 fa

tt
y 

ac
id

s
乳

化
剤

−（
1）

−（
1）

12
0

グ
リ

セ
ロ

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

ca
lc

iu
m

  g
ly

ce
ro

ph
os

ph
at

e
強

化
剤

27
21

4-
00

-2
21

0.1
4

−（
2）（

12
）

−（
2）
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

12
1

グ
リ

チ
ル

リ
チ

ン
酸

二
ナ

ト
リ

ウ
ム

di
so

di
um

  g
ly

cy
rr

hi
zi

na
te

甘
味

料
68

79
7-

35
-3

89
9.1

1
−（

1）
+（

1）
−（

9）

12
2

グ
ル

コ
ノ

デ
ル

タ
ラ

ク
ト

ン
（

別
名

グ
ル

コ
ノ

ラ
ク

ト
ン

）
gl

uc
on

o-
de

lta
-la

ct
on

e（
gl

uc
on

ol
ac

to
ne

）
酸

味
料

90
-8

0-
2

17
8.1

4
−（

1）（
15

）
−（

1）

12
3

グ
ル

コ
ン

酸
gl

uc
on

ic
 a

ci
d

酸
味

料
52

6-
95

-4
19

6.1
6

−（
4）（

15
）

−（
4）

12
4

グ
ル

コ
ン

酸
カ

リ
ウ

ム
po

ta
ss

iu
m

 g
lu

co
na

te
酸

味
料

29
9-

27
-4

23
4.2

5
−（

8）
Re

c 
as

sa
y:

  

−（
8）

12
5

グ
ル

コ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

ca
lc

iu
m

  g
lu

co
na

te
強

化
剤

29
9-

28
-5

44
8.3

9
−（

5）（
12

）
−（

5）

12
6

グ
ル

コ
ン

酸
第

一
鉄

（
別

名
グ

ル
コ

ン
酸

鉄
）

fe
rr

ou
s 

gl
uc

on
at

e（
iro

n 
gl

uc
o

na
te

）
強

化
剤

ほ
か

29
9-

29
-6

44
6.1

4
−（

19
）

+H
25

12
7

グ
ル

コ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

so
di

um
 g

lu
co

na
te

乳
化

剤
ほ

か
52

7-
07

-1
21

8.1
4

塩
違

い
の

物
質

参
照

12
8

グ
ル

タ
ミ

ル
バ

リ
ル

グ
リ

シ
ン

gl
ut

am
yl

-v
al

yl
-g

ly
ci

ne
調

味
料

38
83

7-
70

-6
30

3.3
1

−
FS

C2
3

−
FS

C2
3

−
FS

C2
3

12
9

L-
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
L-

gl
ut

am
ic

 a
ci

d
調

味
料

56
-8

6-
0

14
7.1

3
−（

5）（
19

）
−（

5）

13
0

L-
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
m

on
oa

m
m

on
iu

m
 L

-g
lu

ta
m

a
te

調
味

料
ほ

か
75

58
-6

3-
6

18
2.1

8
−

FS
C2

4
Re

c 
as

sa
y:

  

−
FS

C2
4

13
1

L-
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
カ

リ
ウ

ム
m

on
op

ot
as

si
um

  
L-

gl
ut

am
a

te
調

味
料

ほ
か

63
82

-0
1-

0
20

3.2
3

−（
17

）
−

H
25

13
2

L-
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

m
o

n
o

c
a

lc
iu

m
  

d
i-

L
-

gl
ut

am
at

e
強

化
剤

ほ
か

69
70

4-
19

-4
40

4.3
8

塩
違

い
の

物
質

参
照

13
3

L-
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
ソ

ー
ダ

）
m

on
os

od
iu

m
 L

-g
lu

ta
m

at
e

調
味

料
ほ

か
61

06
-0

4-
3

18
7.1

3
−（

1）（
19

）
−（

1）

13
4

L-
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
m

on
om

ag
n

es
iu

m
 d

i-
L

-
gl

ut
am

at
e

強
化

剤
ほ

か
12

91
60

-5
1-

6
38

8.6
1

塩
違

い
の

物
質

参
照

13
5

ケ
イ

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

ca
lc

iu
m

 s
ili

ca
te

製
造

用
剤

38
83

7-
70

-6
−

FS
C2

5
−

FS
C2

5

13
6

ケ
イ

酸
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
m

ag
ne

siu
m

 s
ili

ca
te

製
造

用
剤

13
43

-8
8-

0
−

FS
C2

6

13
7

ケ
イ

皮
酸

ci
nn

am
ic

 a
ci

d
香

料
14

0-
10

-3
14

8.1
6

−（
14

）
−

H
23

13
8

ケ
イ

皮
酸

エ
チ

ル
et

hy
l c

in
na

m
at

e
香

料
10

3-
36

-6
17

6.2
1

−（
2）（

14
）

−（
2）

13
9

ケ
イ

皮
酸

メ
チ

ル
m

et
hy

l c
in

na
m

at
e

香
料

10
3-

26
-4

16
2.1

9
−（

14
）

+H
23

14
0

ケ
ト

ン
類

ke
to

ne
s

香
料

14
1

ゲ
ラ

ニ
オ

ー
ル

ge
ra

ni
ol

香
料

10
6-

24
-1

15
4.2

5
−（

2）（
14

）
−（

2）

14
2

高
度

サ
ラ

シ
粉

hi
gh

 te
st

 h
yp

oc
hl

or
ite

漂
白

剤
ほ

か
+（

3）
−（

20
）

+（
3）

−（
4）

14
3

コ
ハ

ク
酸

su
cc

in
ic

 a
ci

d
酸

味
料

ほ
か

11
0-

15
-6

11
8.0

9
−（

1）（
15

）
−（

1）

14
4

コ
ハ

ク
酸

一
ナ

ト
リ

ウ
ム

m
on

os
od

iu
m

 s
uc

ci
na

te
調

味
料

ほ
か

29
22

-5
4-

5
14

0.0
7

−（
19

）
−

H
23
−

H
26

14
5

コ
ハ

ク
酸

二
ナ

ト
リ

ウ
ム

di
so

di
um

  s
uc

ci
na

te
調

味
料

ほ
か

15
0-

90
-3

16
2.0

5
−（

1）（
19

）
±（

1）

14
6

コ
レ

カ
ル

シ
フ

ェ
ロ

ー
ル

（
別

名
ビ

タ
ミ

ン
D

3）
ch

ol
ec

al
ci

fe
ro

l（
vi

ta
m

in
  D

3）
強

化
剤

67
-9

7-
0

38
4.6

4
−（

3）（
20

）
−（

3）

14
7

コ
ン

ド
ロ

イ
チ

ン
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

so
di

um
 c

ho
nd

ro
iti

n 
su

lfa
te

保
水

剤
ほ

か
12

67
8-

07
-8

−（
3）（

14
）

−（
3）

14
8

酢
酸

イ
ソ

ア
ミ

ル
iso

am
yl

 a
ce

ta
te

香
料

12
3-

92
-2

13
0.1

8
−（

3）（
14

）
−（

3）



94 国 立 医 薬 品 食 品 衛 生 研 究 所 報 告 第136号（2018）

№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

14
9

酢
酸

エ
チ

ル
et

hy
l a

ce
ta

te
香

料
ほ

か
14

1-
78

-6
88

.11
−（

1）（
16

）
+（

1）
−（

9）

15
0

酢
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
 a

ce
ta

te
強

化
剤

ほ
か

62
-5

4-
4

15
8.1

7
塩

違
い

の
物

質
参

照
15

1
酢

酸
ゲ

ラ
ニ

ル
ge

ra
ny

l a
ce

ta
te

香
料

10
5-

87
-3

19
6.2

9
−（

14
）

−
H

24

15
2

酢
酸

シ
ク

ロ
ヘ

キ
シ

ル
cy

cl
oh

ex
yl

 a
ce

ta
te

香
料

62
2-

45
-7

14
2.2

0
−（

14
）

−
H

25

15
3

酢
酸

シ
ト

ロ
ネ

リ
ル

ci
tr

on
el

ly
l a

ce
ta

te
香

料
15

0-
84

-5
19

8.3
0

−（
14

）
−

H
24

15
4

酢
酸

シ
ン

ナ
ミ

ル
ci

nn
am

yl
 a

ce
ta

te
香

料
10

3-
54

-8
17

6.2
1

−（
14

）
+H

24

15
5

酢
酸

テ
ル

ピ
ニ

ル
te

rp
in

yl
 a

ce
ta

te
香

料
80

07
-3

5-
0

19
6.2

9
−（

14
）

−
H

24

15
6

酢
酸

デ
ン

プ
ン

st
ar

ch
 a

ce
ta

te
増

粘
安

定
剤

ほ
か

90
45

-2
8-

7
−

FS
C2

0
−

FS
C2

0
−

FS
C2

0

15
7

酢
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 a
ce

ta
te

酸
味

料
ほ

か
12

7-
09

-3
82

.03
−（

2）（
18

）
−（

2）
（

2）
は

結
晶

，（
18

）
は

無
水

物
で

実
施

15
8

酢
酸

ビ
ニ

ル
樹

脂
po

ly
vi

ny
l a

ce
ta

te
ガ

ム
ベ

ー
ス

ほ
か

−（
3）（

14
）

−（
3）

15
9

酢
酸

フ
ェ

ネ
チ

ル
（

別
名

酢
酸

フ
ェ

ニ
ル

エ
チ

ル
）

ph
en

et
hy

l a
ce

ta
te（

ph
en

yl
et

hy
l a

ce
ta

te
）

香
料

10
3-

45
-7

16
4.2

0
−（

15
）

−
H

24

16
0

酢
酸

ブ
チ

ル
bu

ty
l a

ce
ta

te
香

料
12

3-
86

-4
11

6.1
6

−（
3）（

15
）

−（
3）

16
1

酢
酸

ベ
ン

ジ
ル

be
nz

yl
 a

ce
ta

te
香

料
14

0-
11

-4
15

0.1
7

−（
4）（

15
）

−（
4）

16
2

酢
酸

l-メ
ン

チ
ル

（
別

名
l-酢

酸
メ

ン
チ

ル
）

l-m
en

th
yl

 a
ce

ta
te

香
料

26
23

-2
3-

6
19

8.3
0

−（
15

）
−

H
22

16
3

酢
酸

リ
ナ

リ
ル

lin
al

yl
 a

ce
ta

te
香

料
11

5-
95

-7
19

6.2
9

−（
15

）
−

H
23

16
4

サ
ッ

カ
リ

ン
sa

cc
ha

rin
甘

味
料

81
-0

7-
2

18
3.1

9
−（

2）（
14

）
−（

2）

16
5

サ
ッ

カ
リ

ン
カ

ル
シ

ウ
ム

ca
lc

iu
m

 s
ac

ch
ar

in
甘

味
料

63
81

-9
1-

5
46

7.4
8

+FS
C2

7

16
6

サ
ッ

カ
リ

ン
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
溶

性
サ

ッ
カ

リ
ン

）
so

di
um

 s
ac

ch
ar

in（
so

lu
bl

e 
sa

cc
ha

rin
）

甘
味

料
12

8-
44

-9
20

5.1
7

−（
1）（

11
）

+（
1）

−
H

21

16
7

サ
リ

チ
ル

酸
メ

チ
ル

m
et

hy
l s

al
ic

yl
at

e
香

料
11

9-
36

-8
15

2.1
5

−（
2）（

15
）

−（
2）

16
8

酸
化

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
 o

xi
de

製
造

用
剤

13
05

-7
8-

8
56

.08
−

FS
C2

8

16
9

酸
化

デ
ン

プ
ン

ox
id

iz
ed

 s
ta

rc
h

増
粘

安
定

剤
ほ

か
-

−
FS

C2
0

−
FS

C2
0

−
FS

C2
0

17
0

酸
化

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

m
ag

ne
siu

m
 o

xi
de

吸
着

剤
ほ

か
13

09
-4

8-
4

40
.30

−（
13

）
−

H
22

17
1

三
二

酸
化

鉄
（

別
名

三
酸

化
二

鉄
又

は
ベ

ン
ガ

ラ
）

ir
on

 s
es

qu
io

xi
de（

di
ir

on
 t

ri
o

xi
de

 o
r 

iro
n 

ox
id

e 
re

d）
着

色
料

13
09

-3
7-

1
15

9.6
9

−（
4）（

6）（
19

）
−（

4）
−（

8）
Re

c 
as

sa
y:

  
−（

6）

17
2

次
亜

塩
素

酸
水

hy
po

ch
lo

ro
us

 a
ci

d 
w

at
er

保
存

料
−

H
6

17
3

次
亜

塩
素

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
次

亜
塩

素
酸

ソ
ー

ダ
）

so
di

um
 h

yp
oc

hl
or

ite（
hy

po
c

hl
or

ite
 o

f s
od

a）
殺

菌
剤

ほ
か

76
81

-5
2-

9
74

.44
+（

1）
−（

12
）

+（
1）

−（
9）

17
4

次
亜

臭
素

酸
水

hy
po

br
om

ou
s 

A
ci

d 
W

at
er

殺
菌

料
13

51
7-

11
-8

96
.91

−
FS

C2
9

−
FS

C2
9

5,
5-

ジ
メ

チ
ル

ヒ
ダ

ン
ト

イ
ン

で
実

施

17
5

次
亜

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

ハ
イ

ド
ロ

サ
ル

フ
ァ

イ
ト

）
so

di
um

 h
yd

ro
su

lfi
te（

hy
dr

os
ul

fit
e）

漂
白

剤
ほ

か
77

75
-1

4-
6

17
4.1

1
−（

2）（
12

）
−（

2）

17
6

2,3
-ジ

エ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2,3

-d
ie

th
yl

py
ra

zi
ne

香
料

15
70

7-
24

-1
13

6.1
9

−
H

15
+H

15
+H

16

17
7

2,3
-ジ

エ
チ

ル
-5

-メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2,3

-d
ie

th
yl

-5
-m

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
18

13
8-

04
-0

15
0.2

2
−

H
17

−
H

17
−

H
18

17
8

シ
ク

ロ
ヘ

キ
シ

ル
プ

ロ
ピ

オ
ン

酸
ア

リ
ル

al
ly

l  
cy

cl
oh

ex
yl

pr
op

io
na

te
香

料
27

05
-8

7-
5

19
6.2

9
−（

15
）

−
H

22
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

17
9

L-
シ

ス
テ

イ
ン

塩
酸

塩
L-

cy
st

ei
n 

 m
on

oh
yd

ro
ch

lo
ri

de
酸

化
防

止
剤

ほ
か

70
48

-0
4-

6
17

5.6
4

+（
4）（

14
）

+（
4）

−（
9）

T
GR

:−
H

21
T

GR
試

験
対

象
：

マ
ウ

ス
肝

臓
，

胃
（

腺
胃

）

18
0

5
’-シ

チ
ジ

ル
酸

二
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
5

’-シ
チ

ジ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）

di
so

di
um

 5
’-c

yt
id

yl
at

e（
so

di
um

 5
’-c

yt
id

yl
at

e）
調

味
料

67
57

-0
6-

8
36

7.1
6

−（
1）（

19
）

+（
1）

−
H

22

18
1

シ
ト

ラ
ー

ル
ci

tr
al

香
料

53
92

-4
0-

5
15

2.2
3

−（
3）（

4）（
14

）
−（

3）（
4）

18
2

シ
ト

ロ
ネ

ラ
ー

ル
ci

tr
on

el
la

l
香

料
10

6-
23

-0
15

4.2
5

−（
15

）
−（

5）
−（

8）

18
3

シ
ト

ロ
ネ

ロ
ー

ル
ci

tr
on

el
lo

l
香

料
10

6-
22

-9
15

6.2
7

−（
15

）
−

H
22

18
4

1,
8-

シ
ネ

オ
ー

ル
（

別
名

ユ
ー

カ
リ

プ
ト

ー
ル

）
1,8

-c
in

eo
le（

eu
ca

ly
pt

ol
）

香
料

47
0-

82
-6

15
4.2

5
−（

15
）

−
H

22

18
5

ジ
フ

ェ
ニ

ル
（

別
名

ビ
フ

ェ
ニ

ル
）

di
ph

en
yl（

bi
ph

en
yl

）
防

か
び

剤
92

-5
2-

4
15

4.2
1

−（
1）（

10
）

−（
1）

18
6

ジ
ブ

チ
ル

ヒ
ド

ロ
キ

シ
ト

ル
エ

ン
bu

ty
la

te
d 

 h
yd

ro
xy

to
lu

en
e

酸
化

防
止

剤
12

8-
37

-0
22

0.3
5

−（
10

）
−（

1）

18
7

ジ
ベ

ン
ゾ

イ
ル

チ
ア

ミ
ン

di
be

nz
oy

l t
hi

am
in

e
強

化
剤

29
9-

88
-7

49
0.5

8
−（

5）（
12

）
−（

5）

18
8

ジ
ベ

ン
ゾ

イ
ル

チ
ア

ミ
ン

塩
酸

塩
di

be
nz

oy
l t

hi
am

in
e 

hy
dr

oc
hl

or
id

e
強

化
剤

35
66

0-
60

-7
52

7.0
4

−（
1）
−

H
26

−（
1）
+H

26

18
9

脂
肪

酸
類

fa
tt

y 
ac

id
s

香
料

19
0

脂
肪

族
高

級
ア

ル
コ

ー
ル

類
al

ip
ha

tic
 h

ig
he

r 
al

co
ho

ls
香

料
−（

14
）

19
1

脂
肪

族
高

級
ア

ル
デ

ヒ
ド

類
（

毒
性

が
激

し
い

と
一

般
に

認
め

ら
れ

る
も

の
を

除
く

．）

al
ip

ha
tic

 h
ig

he
r 

al
de

hy
de

s
（

ex
ce

pt
 t

ho
se

 g
en

er
al

ly
 r

ec
og

ni
ze

d 
as

 h
ig

hl
y 

to
xi

c）
香

料

19
2

脂
肪

族
高

級
炭

化
水

素
類

（
毒

性
が

激
し

い
と

一
般

に
認

め
ら

れ
る

も
の

を
除

く
．）

al
ip

ha
tic

 h
ig

he
r 

hy
dr

oc
ar

b
on

s（
ex

ce
pt

 t
ho

se
 g

en
er

al
ly

 
re

co
gn

iz
ed

 a
s 

hi
gh

ly
 to

xi
c）

香
料

19
3

2,3
-ジ

メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2,3

-d
im

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
59

10
-8

9-
4

10
8.1

4
−

FS
C3

0
−

H
16

19
4

2,5
-ジ

メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2,5

-d
im

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
12

3-
32

-0
10

8.1
4

−
FS

C3
1

−
H

16

19
5

2,6
-ジ

メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2,6

-d
im

et
hy

lp
yr

az
in

e
香

料
10

8-
50

-9
10

8.1
4

−
FS

C3
2

−
H

16

19
6

2,6
-ジ

メ
チ

ル
ピ

リ
ジ

ン
2,6

-d
im

et
hy

lp
yr

id
in

e
香

料
10

8-
48

-5
10

7.1
5

−
FS

C3
3

−
H

18
−

H
18

19
7

シ
ュ

ウ
酸

ox
al

ic
 a

ci
d

製
造

用
剤

61
53

-5
6-

6
12

6.0
7

−（
3）（

13
）

−（
3）

19
8

臭
素

酸
カ

リ
ウ

ム
po

ta
ss

iu
m

 b
ro

m
at

e
小

麦
粉

処
理

剤
77

58
-0

1-
2

16
7.0

0
+（

1）
−（

12
）

+（
1）

+（
9）

19
9

D
L-

酒
石

酸
（

別
名

dl
 -酒

石
酸

）
D

L-
ta

rt
ar

ic
 a

ci
d（

dl
 -t

ar
ta

ric
 

ac
id

）
酸

味
料

13
3-

37
-9

15
0.0

9
−（

15
）

−
H

23

20
0

L-
酒

石
酸

（
別

名
d 

-酒
石

酸
）

L-
ta

rt
ar

ic
 a

ci
d（

d 
-t

ar
ta

ri
c 

ac
id

）
酸

味
料

87
-6

9-
4

15
0.0

9
−（

2）（
15

）
−（

2）
d-

酒
石

酸
に

同
じ

20
1

D
L-

酒
石

酸
水

素
カ

リ
ウ

ム
（

別
名

dl
-酒

石
酸

水
素

カ
リ

ウ
ム

又
は

D
L-

重
酒

石
酸

カ
リ

ウ
ム

）

po
ta

ss
iu

m
 D

L-
bi

ta
rt

ra
te（

po
t

as
siu

m
 h

yd
ro

ge
n 

dl
-ta

rt
ra

te
 

or
 p

ot
as

siu
m

 h
yd

ro
ge

n 
 D

L 
-ta

rt
ra

te
）

製
造

用
剤

ほ
か

−
H

22
−

H
22
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

20
2

L-
酒

石
酸

水
素

カ
リ

ウ
ム

（
別

名
d-

酒
石

酸
水

素
カ

リ
ウ

ム
又

は
L-

重
酒

石
酸

カ
リ

ウ
ム

）

po
ta

ss
iu

m
 L

-b
ita

rt
ra

te（
po

t
as

siu
m

 h
yd

ro
ge

n 
L-

ta
rt

ra
te

 
or

 p
ot

as
siu

m
 h

yd
ro

ge
n 

d 
-ta

rt
ra

te
）

膨
張

剤
86

8-
14

-4
18

8.1
8

−（
2）（

19
）

−（
2）

d-
酒

石
酸

水
素

カ
リ

ウ
ム

に
同

じ

20
3

D
L-

酒
石

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
dl

 -酒
石

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
di

so
di

um
  

D
L-

ta
rt

ra
te（

di
so

d
iu

m
  d

l -
ta

rt
ra

te
）

製
造

用
剤

ほ
か

20
4

L-
酒

石
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

d 
-

酒
石

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
di

so
di

um
 L

-ta
rt

ra
te（

di
so

di
um

 L
 -t

ar
tr

at
e）

調
味

料
61

06
-2

4-
7

19
4.0

5
−（

1）（
19

）
+（

1）
−（

9）
d-

酒
石

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

に
同

じ
20

5
硝

酸
カ

リ
ウ

ム
po

ta
ss

iu
m

 n
itr

at
e

発
酵

調
整

剤
ほ

か
77

57
-7

9-
1

10
1.1

0
−（

4）（
13

）
−（

4）

20
6

硝
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 n
itr

at
e

発
酵

調
整

剤
ほ

か
76

31
-9

9-
4

84
.99

−（
1）（

13
）

+（
1）

−
H

21

20
7

食
用

赤
色

2
号

（
別

名
ア

マ
ラ

ン
ス

）
及

び
そ

の
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
レ

ー
キ

（
別

名
ア

マ
ラ

ン
ス

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
）

fo
od

 r
ed

 n
o.2（

am
ar

an
th

）a
nd

 
its

 a
lu

m
in

um
 la

ke
着

色
料

91
5-

67
-3

60
4.4

8
−（

1）（
18

）
+（

1）

20
8

食
用

赤
色

3
号

（
別

名
エ

リ
ス

ロ
シ

ン
）

及
び

そ
の

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
（

別
名

エ
リ

ス
ロ

シ
ン

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
）

fo
od

 r
ed

 n
o.

3（
er

yt
hr

os
in

e）
an

d 
its

 a
lu

m
in

um
 la

ke
着

色
料

16
42

3-
68

-0
89

7.8
7

−（
1）（

18
）

+（
1）

−（
2）

20
9

食
用

赤
色

40
号

（
別

名
ア

ル
ラ

レ
ッ

ド
A

C）
及

び
そ

の
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
レ

ー
キ

（
別

名
ア

ル
ラ

レ
ッ

ド
A

Cア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
）

fo
od

 r
ed

 n
o.

40（
al

lu
ra

 r
ed

 
ac

）a
nd

 it
s 

al
um

in
um

 la
ke

着
色

料
25

95
6-

17
-6

49
6.4

2
−（

20
）

−
H

20
T

GR
:  

−
H

20
,  

−
H

23

コ
メ

ッ
ト

試
験

:  

−
H

20
,  

−
H

23

コ
メ

ッ
ト

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肝
臓

，
胃

（
腺

胃
）

T
GR

試
験

対
象

マ
ウ

ス
：

肝
臓

/腺
胃

（
H

20
），

肝
臓

/
大

腸
（

H
23

）

21
0

食
用

赤
色

10
2号

（
別

名
ニ

ユ
ー

コ
ク

シ
ン

）
fo

od
 r

ed
 n

o.
10

2（
ne

w
 c

oc
ci

ne
）

着
色

料
26

11
-8

2-
7

63
1.5

0
−（

1）（
18

）
+（

1）
−（

2）
T

GR
:−

H
20

コ
メ

ッ
ト

試
験

: 
（

+）
H

20

コ
メ

ッ
ト

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肝
臓

偽
陽

性
，

胃（
腺

胃
）

陰
性

T
GR

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肝
臓

，
胃（

腺
胃

）

21
1

食
用

赤
色

10
4号

（
別

名
フ

ロ
キ

シ
ン

）
fo

od
 r

ed
 n

o.1
04（

ph
lo

xi
ne

）
着

色
料

18
47

2-
87

-2
82

9.6
3

−（
1）（

18
）

−（
1）

T
GR

:−
H

20
コ

メ
ッ

ト
試

験
: +H

20

コ
メ

ッ
ト

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肝
臓

疑
陽

性
，

胃
（

腺
胃

）
陽

性
T

GR
試

験
対

象
：

マ
ウ

ス
肝

臓
，

胃
（

腺
胃

）

21
2

食
用

赤
色

10
5号

（
別

名
ロ

ー
ズ

ベ
ン

ガ
ル

）
fo

od
 r

ed
 n

o.1
05（

ro
se

 b
en

ga
le

）
着

色
料

63
2-

69
-9

10
17

.64
−（

1）（
18

）
−（

1）
T

GR
:−

H
20

コ
メ

ッ
ト

試
験

: +H
20

コ
メ

ッ
ト

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肝
臓

，
胃

（
腺

胃
）

い
ず

れ
も

陽
性

T
GR

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肝
臓

，
胃

（
腺

胃
）

21
3

食
用

赤
色

10
6号

（
別

名
ア

シ
ッ

ド
レ

ッ
ド

）
fo

od
 r

ed
 n

o.1
06（

ac
id

 r
ed

）
着

色
料

35
20

-4
2-

1
58

0.6
5

−（
1）（

18
）

+（
1）

−（
2）



97厚生労働省による指定添加物の変異原性評価データシート

№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

21
4

食
用

黄
色

4
号

（
別

名
タ

ー
ト

ラ
ジ

ン
）

及
び

そ
の

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
（

別
名

タ
ー

ト
ラ

ジ
ン

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
）

fo
od

 y
el

lo
w

 n
o.4（

ta
rt

ra
zi

ne
）

an
d 

its
 a

lu
m

in
um

 la
ke

着
色

料
19

34
-2

1-
0

53
4.3

7
−（

1）（
18

）
+（

1）
−（

9）

21
5

食
用

黄
色

5
号

（
別

名
サ

ン
セ

ッ
ト

イ
エ

ロ
ー

FC
F）

及
び

そ
の

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
（

別
名

サ
ン

セ
ッ

ト
イ

エ
ロ

-F
CF

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

）

fo
od

 y
el

lo
w

 n
o.5（

su
ns

et
 y

el
lo

w
 F

CF
）a

nd
 it

s 
al

um
in

um
 

la
ke

着
色

料
27

83
-9

4-
0

45
2.3

7
−（

1）（
18

）
+（

1）
−

H
21

21
6

食
用

緑
色

3
号

（
別

名
フ

ァ
ス

ト
グ

リ
ー

ン
FC

F）
及

び
そ

の
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
レ

ー
キ

（
別

名
フ

ァ
ス

ト
グ

リ
ー

ン
-F

CF
ア

ル
ミ

ニ
ウ

ム
レ

ー
キ

）

fo
od

 g
re

en
 n

o.
3（

fa
st

 g
re

en
 

FC
F）

an
d 

its
 a

lu
m

in
um

 la
ke

着
色

料
23

53
-4

5-
9

80
8.8

5
−（

1）（
18

）
−（

1）
−（

2）
（

1）
は

高
純

度
品

で
実

施

21
7

食
用

青
色

1
号

（
別

名
ブ

リ
リ

ア
ン

ト
プ

ル
ー

FC
F）

及
び

そ
の

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
（

別
名

ブ
リ

リ
ア

ン
ト

プ
ル

-F
CF

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

）

fo
od

 b
lu

e 
no

.1（
br

ill
ia

nt
 b

lu
e 

FC
F）

an
d 

its
 a

lu
m

in
um

 la
ke

着
色

料
38

44
-4

5-
9

79
2.8

5
−（

1）（
18

）
+（

1）
−

H
21

21
8

食
用

青
色

2
号

（
別

名
イ

ン
ジ

ゴ
カ

ル
ミ

ン
）

及
び

そ
の

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
（

別
名

イ
ン

ジ
ゴ

カ
ル

ミ
ン

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

レ
ー

キ
）

fo
od

 b
lu

e 
no

.2（
in

di
go

 c
ar

m
i

ne
）a

nd
 it

s 
al

um
in

um
 la

ke
着

色
料

86
0-

22
-0

46
6.3

5
−（

1）（
18

）
+（

1）

21
9

シ
ョ

糖
脂

肪
酸

エ
ス

テ
ル

su
cr

os
e 

es
te

rs
 o

f f
at

ty
 a

ci
ds

乳
化

剤
−（

1）（
20

）
±（

1）

22
0

シ
リ

コ
ー

ン
樹

脂
（

別
名

ポ
リ

ジ
メ

チ
ル

シ
ロ

キ
サ

ン
）

sil
ic

on
e 

re
sin

（
po

ly
di

m
et

hy
ls

ilo
xa

ne
）

消
泡

剤
−（

2）
−（

2）

22
1

シ
ン

ナ
ミ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

（
別

名
ケ

イ
皮

ア
ル

コ
ー

ル
）

ci
nn

am
yl

 a
lc

oh
ol（

ci
nn

am
ic

 
al

co
ho

ls）
香

料
10

4-
54

-1
13

4.1
8

−（
16

）
+H

24

22
2

シ
ン

ナ
ム

ア
ル

デ
ヒ

ド
（

別
名

ケ
イ

皮
ア

ル
デ

ヒ
ド

）
ci

nn
am

al
de

hy
de（

ci
nn

am
ic

 a
l

de
hy

de
）

香
料

14
37

1-
10

-9
13

2.1
6

+（
3）
−（

14
）

+（
3）

−（
9）

T
GR

:−
H

22
T

GR
試

験
対

象
：

マ
ウ

ス
肝

臓
，

小
腸

（
空

腸
）

22
3

水
酸

化
カ

リ
ウ

ム
（

別
名

カ
セ

イ
カ

リ
）

po
ta

ss
iu

m
 h

yd
ro

xi
de（

ca
us

t
ic

 p
ot

as
h）

製
造

用
剤

13
10

-5
8-

3
56

.11
−（

17
）

22
4

水
酸

化
カ

ル
シ

ウ
ム

（
別

名
消

石
灰

）
ca

lc
iu

m
 h

yd
ro

xi
de（

sl
ak

ed
 

lim
e）

製
造

用
剤

ほ
か

13
05

-6
2-

0
74

.09
−（

5）（
14

）
−（

5）

22
5

水
酸

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
カ

セ
イ

ソ
ー

ダ
）

so
di

um
 h

yd
ro

xi
de（

ca
us

ti
c 

so
da

）
製

造
用

剤
13

10
-7

3-
2

40
.00

−（
16

）

22
6

水
酸

化
マ

グ
ネ

シ
ウ

ム
m

ag
ne

siu
m

 h
yd

ro
xi

de
強

化
剤

ほ
か

13
09

-4
2-

8
58

.32
−

FS
C3

4

22
7

ス
ク

ラ
ロ

ー
ス

（
別

名
ト

リ
ク

ロ
ロ

ガ
ラ

ク
ト

ス
ク

ロ
ー

ス
）

su
cr

al
os

e（
tr

ic
hl

or
og

al
ac

to
su

cr
os

e）
甘

味
料

56
03

8-
13

-2
39

7.6
4

−（
24

）
−（

24
）

22
8

ス
テ

ア
リ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
 s

te
ar

at
e

栄
養

強
化

剤
15

92
-2

3-
0

32
4.5

6
ス

テ
ア

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

参
照

22
9

ス
テ

ア
リ

ン
酸

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

m
ag

ne
siu

m
 s

te
ar

at
e

乳
化

剤
ほ

か
55

7-
04

-0
59

1.2
4

−
H

13
−

H
13

−
H

13
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

23
0

ス
テ

ア
ロ

イ
ル

乳
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
（

別
名

ス
テ

ア
リ

ル
乳

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

）

ca
lc

iu
m

 s
te

ar
oy

l l
ac

ty
la

te
（

ca
lc

iu
m

 s
te

ar
yl

 la
ct

yl
at

e）
乳

化
剤

57
93

-9
4-

2
−（

3）
−（

3）

23
1

ス
テ

ア
ロ

イ
ル

乳
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 s
te

ar
oy

l l
ac

ty
la

te
乳

化
剤

ほ
か

25
38

3-
99

-7
37

8.5
3

ス
テ

ア
ロ

イ
ル

乳
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
参

照
23

2
ソ

ル
ビ

タ
ン

脂
肪

酸
エ

ス
テ

ル
so

rb
ita

n 
es

te
rs

 o
f f

at
ty

 a
ci

ds
乳

化
剤

−（
1）（

20
）

±（
1）

23
3

D
-ソ

ル
ビ

ト
ー

ル
（

別
名

D
-ソ

ル
ビ

ッ
ト

）
D

-so
rb

ito
l（

d-
so

rb
it）

甘
味

料
ほ

か
50

-7
0-

4
18

2.1
7

−（
1）（

11
）

−（
1）

（
1）

は
D

-ソ
ル

ビ
ッ

ト
W

P
で

も
実

施
23

4
ソ

ル
ビ

ン
酸

so
rb

ic
 a

ci
d

保
存

料
11

0-
44

-1
11

2.1
3

−（
2）（

16
）

−（
2）

23
5

ソ
ル

ビ
ン

酸
カ

リ
ウ

ム
po

ta
ss

iu
m

 s
or

ba
te

保
存

料
24

63
4-

61
-5

15
0.2

2
−（

1）（
11

）
+（

1）
−

H
20

23
6

ソ
ル

ビ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

ca
lc

iu
m

 s
or

ba
te

保
存

料
ほ

か
74

92
-5

5-
9

26
2.3

2
ソ

ル
ビ

ン
酸

カ
リ

ウ
ム

参
照

23
7

炭
酸

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

am
m

on
iu

m
 c

ar
bo

na
te

製
造

用
剤

ほ
か

50
6-

87
-6

96
.09

−（
19

）
−

H
23

23
8

炭
酸

カ
リ

ウ
ム

（
無

水
）

po
ta

ss
iu

m
  

ca
rb

on
at

e（
an

hy
dr

ou
s）

製
造

用
剤

ほ
か

58
4-

08
-7

13
8.2

1
−（

4）（
19

）
−（

4）

23
9

炭
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
  c

ar
bo

na
te

製
造

用
剤

ほ
か

47
1-

34
-1

10
0.0

9
−（

12
）

+H
23

24
0

炭
酸

水
素

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

（
別

名
重

炭
酸

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

）

am
m

on
iu

m
 b

ic
ar

bo
na

te（
am

m
on

iu
m

 h
yd

ro
ge

n 
ca

rb
on

a
te

）
膨

張
剤

ほ
か

10
66

-3
3-

7
79

.06
−（

4）（
19

）
−（

4）

24
1

炭
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

重
炭

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

又
は

重
炭

酸
ソ

ー
ダ

）

so
di

um
 b

ic
ar

bo
na

te（
bi

ca
rb

o
na

te
 s

od
a 

or
 s

od
iu

m
 h

yd
ro

g
en

 c
ar

bo
na

te
）

膨
張

剤
ほ

か
14

4-
55

-8
84

.01
−（

2）（
19

）
−（

2）

24
2

炭
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

炭
酸

ソ
ー

ダ
、

無
水

物
の

別
名

ソ
ー

ダ
灰

）

so
di

um
 c

ar
bo

na
te（

cr
ys

ta
l: 

ca
rb

on
at

e 
so

da
, a

nh
yd

ro
us

:s
od

a 
as

h）
製

造
用

剤
49

7-
19

-8
10

5.9
9

−（
3）（

19
）

−（
3）

（
3）

は
結

晶
，（

19
）

は
無

水
物

で
実

施

24
3

炭
酸

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

m
ag

ne
siu

m
 c

ar
bo

na
te

製
造

用
剤

54
6-

93
-0

84
.31

−（
5）（

13
）

−（
5）

24
4

チ
ア

ベ
ン

ダ
ゾ

ー
ル

th
ia

be
nd

az
ol

e
防

か
び

剤
14

8-
79

-8
20

1.2
5

−（
1）（

10
）

−（
1）

24
5

チ
ア

ミ
ン

塩
酸

塩
（

別
名

ビ
タ

ミ
ン

B
1

塩
酸

塩
）

th
ia

m
in

e 
hy

dr
oc

hl
or

id
e（

vi
ta

m
in

 B
1 

 h
yd

ro
ch

lo
rid

e）
強

化
剤

67
-0

3-
8

33
7.2

7
−（

2）（
11

）
−（

2）

24
6

チ
ア

ミ
ン

硝
酸

塩
（

別
名

ビ
タ

ミ
ン

B
1

硝
酸

塩
）

th
ia

m
in

e 
m

on
on

itr
at

e（
vi

ta
m

in
 B

1 
 m

on
on

itr
at

e）
強

化
剤

53
2-

43
-4

32
7.3

6
−（

5）（
15

）
−（

5）

24
7

チ
ア

ミ
ン

セ
チ

ル
硫

酸
塩

（
別

名
ビ

タ
ミ

ン
B

1
セ

チ
ル

硫
酸

塩
）

th
ia

m
in

e 
di

ce
ty

ls
ul

fa
te（

vi
ta

m
in

 B
1 

di
ce

ty
lsu

lfa
te

）
強

化
剤

−（
1）

−（
1）

24
8

チ
ア

ミ
ン

チ
オ

シ
ア

ン
酸

塩
（

別
名

ビ
タ

ミ
ン

B
1

ロ
ダ

ン
酸

塩
）

th
ia

m
in

e 
th

io
cy

an
at

e（
vi

ta
m

in
 B

1 
th

io
cy

an
at

e）
栄

養
強

化
剤

13
01

31
-6

0-
1

34
1.4

5
チ

ア
ミ

ン
塩

酸
塩

参
照

24
9

チ
ア

ミ
ン

ナ
フ

タ
レ

ン
-1

,5-
ジ

ス
ル

ホ
ン

酸
塩

（
別

名
チ

ア
ミ

ン
ナ

フ
タ

リ
ン

-1
,5-

ジ
ス

ル
ホ

ン
酸

塩
又

は
ビ

タ
ミ

ン
B

1
ナ

フ
タ

レ
ン

-1
,5-

ジ
ス

ル
ホ

ン
酸

塩
）

th
ia

m
in

e 
 n

ap
ht

ha
le

ne
-1

,5
-

di
su

lf
on

at
e（

vi
ta

m
in

 B
 1

 
na

ph
th

al
en

e-
1,5

-d
isu

lfo
na

te
）

強
化

剤
−（

2）
−（

2）

25
0

チ
ア

ミ
ン

ラ
ウ

リ
ル

硫
酸

塩
（

別
名

ビ
タ

ミ
ン

B
1

ラ
ウ

リ
ル

硫
酸

塩
）

th
ia

m
in

e 
di

la
ur

yl
su

lfa
te（

vi
ta

m
in

 B
1 

di
la

ur
yl

su
lfa

te
）

強
化

剤
ほ

か
−（

2）
−（

2）
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

25
1

チ
オ

エ
ー

テ
ル

類
（

毒
性

が
激

し
い

と
一

般
に

認
め

ら
れ

る
も

の
を

除
く

．）

th
io

et
he

rs（
ex

ce
pt

 t
ho

se
 g

en
er

al
ly

 r
ec

og
ni

ze
d 

as
 h

ig
hl

y
香

料

25
2

チ
オ

ー
ル

類
（

別
名

チ
オ

ア
ル

コ
ー

ル
類

）（
毒

性
が

激
し

い
と

一
般

に
認

め
ら

れ
る

も
の

を
除

く
．）

th
io

ls（
th

io
al

co
ho

ls
）（

ex
ce

pt
 

th
os

e 
ge

ne
ra

lly
 r

ec
og

ni
ze

d 
as

 h
ig

hl
y 

to
xi

c）
香

料

25
3

L-
テ

ア
ニ

ン
L-

th
ea

ni
ne

調
味

料
30

81
-6

1-
6

17
4.2

0
−（

4）（
19

）
−（

4）

25
4

デ
カ

ナ
ー

ル
（

別
名

デ
シ

ル
ア

ル
デ

ヒ
ド

）
de

ca
na

l（
de

cy
l a

ld
eh

yd
e）

香
料

11
2-

31
-2

15
6.2

7
−（

3）（
16

）
−（

3）

25
5

デ
カ

ノ
ー

ル
（

別
名

デ
シ

ル
ア

ル
コ

ー
ル

）
de

ca
no

l（
de

cy
l a

lc
oh

ol
）

香
料

11
2-

30
-1

15
8.2

8
−（

16
）

−
H

25

25
6

デ
カ

ン
酸

エ
チ

ル
（

別
名

カ
プ

リ
ン

酸
エ

チ
ル

）
et

hy
l d

ec
an

oa
te（

et
hy

l c
ap

ra
te

）
香

料
11

0-
38

-3
20

0.3
2

−（
16

）
−

H
25

25
7

鉄
ク

ロ
ロ

フ
ィ

リ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 ir
on

 c
hl

or
op

hy
lli

n
着

色
料

−（
1）

−（
1）

25
8

5,6
,7,

8-
テ

ト
ラ

ヒ
ド

ロ
キ

ノ
キ

サ
リ

ン
5,6

,7,
8-

te
tr

ah
yd

ro
qu

in
ox

al
in

e
香

料
34

41
3-

35
-9

13
4.1

8
−

H
16

−
H

16

25
9

2,3
,5,

6-
テ

ト
ラ

メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2,3

,5,
6-

te
tr

am
et

hy
lp

yr
az

in
e

香
料

11
24

-1
1-

4
13

6.2
0

−
FS

C3
5

26
0

デ
ヒ

ド
ロ

酢
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

  d
eh

yd
ro

ac
et

at
e

保
存

料
44

18
-2

6-
2

20
8.1

4
−（

1）（
11

）
+（

1）
+（

9）

26
1

テ
ル

ピ
ネ

オ
ー

ル
te

rp
in

eo
l

香
料

80
00

-4
1-

7
15

4.2
5

−（
16

）
−

H
22

26
2

テ
ル

ペ
ン

系
炭

化
水

素
類

te
rp

en
e 

 h
yd

ro
ca

rb
on

s
香

料

26
3

デ
ン

プ
ン

グ
リ

コ
ー

ル
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 c
ar

bo
xy

m
et

hy
ls

ta
r

ch
糊

料
−（

3）
−（

3）

26
4

銅
塩

類
（

グ
ル

コ
ン

酸
銅

及
び

硫
酸

銅
に

限
る

．）
co

pp
er

 s
al

ts（
lim

ite
d 

to
 c

op
p

er
 g

lu
co

na
te

 a
nd

 c
up

ric
強

化
剤

−（
13

）

26
5

銅
ク

ロ
ロ

フ
ィ

リ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 c
op

pe
r 

ch
lo

ro
ph

yl
lin

着
色

料
28

30
2-

36
-5

72
2.1

3
−（

1）（
13

）
−（

1）

26
6

銅
ク

ロ
ロ

フ
ィ

ル
co

pp
er

 c
hl

or
op

hy
ll

着
色

料
15

73
9-

09
-0

−（
1）

−（
1）

26
7

dl
 -α

-ト
コ

フ
ェ

ロ
ー

ル
dl

 -α
-to

co
ph

er
ol

酸
化

防
止

剤
50

-0
2-

9
43

0.7
1

−（
1）（

10
）

−（
1）

26
8

ト
コ

フ
ェ

ロ
ー

ル
酢

酸
エ

ス
テ

ル
al

l-r
ac

 -α
-to

co
ph

er
yl

 a
ce

ta
te

強
化

剤
ほ

か
−

FS
C3

6
酢

酸
dl

-α
-ト

コ
フ

ェ
ロ

ー
ル

26
9

d 
-α

-ト
コ

フ
ェ

ロ
ー

ル
酢

酸
エ

ス
テ

ル
r,r

,r 
-α

-to
co

ph
er

yl
  a

ce
ta

te
強

化
剤

ほ
か

ト
コ

フ
ェ

ロ
ー

ル
酢

酸
エ

ス
テ

ル
参

照
27

0
D

L-
ト

リ
プ

ト
フ

ァ
ン

D
L-

tr
yp

to
ph

an
強

化
剤

ほ
か

54
-1

2-
6

20
4.2

3
−（

2）（
15

）
−（

2）

27
1

L-
ト

リ
プ

ト
フ

ァ
ン

L-
tr

yp
to

ph
an

強
化

剤
ほ

か
73

-2
2-

3
20

4.2
3

−（
2）（

15
）

−（
2）

27
2

ト
リ

メ
チ

ル
ア

ミ
ン

tr
im

et
hy

la
m

in
e

香
料

75
-5

0-
3

59
.11

−
H

11
+H

11
−

H
17

27
3

2,3
,5-

ト
リ

メ
チ

ル
ピ

ラ
ジ

ン
2,3

,5-
tr

im
et

hy
lp

yr
az

in
e

香
料

14
66

7-
55

-1
12

2.1
7

−
H

15
−

H
15

27
4

D
L-

ト
レ

オ
ニ

ン
（

別
名

D
L-

ス
レ

オ
ニ

ン
）

D
L-

th
re

on
in

e
強

化
剤

ほ
か

80
-6

8-
2

11
9.1

2
−（

2）（
15

）
−（

2）

27
5

L-
ト

レ
オ

ニ
ン

（
別

名
L-

ス
レ

オ
ニ

ン
）

L-
th

re
on

in
e

強
化

剤
ほ

か
72

-1
9-

5
11

9.1
2

−（
2）（

15
）

−（
2）

27
6

ナ
イ

シ
ン

ni
sin

保
存

料
ほ

か
14

14
-4

5-
5

33
54

.07
−

FS
C3

7
−

FS
C3

7
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

27
7

ナ
タ

マ
イ

シ
ン

（
別

名
ピ

マ
リ

シ
ン

）
na

ta
m

yc
in

保
存

料
76

81
-9

3-
8

66
5.7

3
−

FS
C3

8
+FS

C3
8

27
8

ナ
ト

リ
ウ

ム
メ

ト
キ

シ
ド

（
別

名
ナ

ト
リ

ウ
ム

メ
チ

ラ
ー

ト
）

so
di

um
 m

et
ho

xi
de（

so
di

um
 

m
et

hy
la

te
）

製
造

用
剤

12
4-

41
-4

54
.02

−（
14

）

27
9

ニ
コ

チ
ン

酸
（

別
名

ナ
イ

ア
シ

ン
）

ni
co

tin
ic

 a
ci

d（
ni

ac
in

）
強

化
剤

ほ
か

59
-6

7-
6

12
3.1

1
−（

3）（
11

）
−（

3）
−（

9）

28
0

ニ
コ

チ
ン

酸
ア

ミ
ド

（
別

名
ナ

イ
ア

シ
ン

ア
ミ

ド
）

ni
co

tin
am

id
e（

ni
ac

in
am

id
e）

強
化

剤
ほ

か
98

-9
2-

0
12

2.1
2

−（
2）（

11
）

−（
2）

28
1

二
酸

化
硫

黄
（

別
名

無
水

亜
硫

酸
）

su
lf

ur
 d

io
xi

de（
su

lf
ur

ou
s 

ac
id

, a
nh

yd
rid

e）
保

存
料

ほ
か

74
46

-0
9-

5
64

.06

28
2

二
酸

化
塩

素
ch

lo
rin

e 
di

ox
id

e
小

麦
粉

処
理

剤
10

04
9-

04
-4

67
.45

+（
4）
−（

4）
+（

4）
+（

9）

復
帰

突
然

変
異

試
験

結
果

は
液

剤
で

陽
性

，
粉

剤
で

陰
性

染
色

体
異

常
試

験
は

粉
剤

で
数

的
異

常
小

核
試

験
は

液
剤

28
3

二
酸

化
ケ

イ
素

（
別

名
シ

リ
カ

ゲ
ル

）
sil

ic
on

 d
io

xi
de（

sil
ic

a 
ge

l）
製

造
用

剤
14

46
4-

46
-1

60
.08

−（
20

）

28
4

二
酸

化
炭

素
（

別
名

炭
酸

ガ
ス

）
ca

rb
on

 d
io

xi
de（

ca
rb

on
ic

 
ac

id
, g

as
）

保
存

料
12

4-
38

-9
44

.01

28
5

二
酸

化
チ

タ
ン

tit
an

iu
m

 d
io

xi
de

着
色

料
13

46
3-

67
-7

79
.87

−（
19

）
−

H
22

28
6

乳
酸

la
ct

ic
 a

ci
d

酸
味

料
50

-2
1-

5
90

.08
−（

3）（
18

）
−（

3）
（

3）
は

ガ
ラ

ス
容

器
入

り
と

ポ
リ

容
器

入
り

の
検

体
を

区
別

し
て

実
施

28
7

乳
酸

カ
リ

ウ
ム

po
ta

ss
iu

m
 la

ct
at

e
調

味
料

ほ
か

99
6-

31
-6

12
8.1

7
−

FS
C3

9
Re

c 
as

sa
y:

  

−
FS

C3
9

28
8

乳
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
 la

ct
at

e
甘

味
料

ほ
か

81
4-

80
-2

21
8.2

2
−（

13
）

−
H

23

28
9

乳
酸

鉄
iro

n 
la

ct
at

e
強

化
剤

59
05

-5
2-

2
23

3.9
9

−（
18

） +（
5）

+（
5）

−（
7）

T
GR

:−
H

23
T

GR
試

験
対

象
：

マ
ウ

ス
肝

臓
，

腎
臓

29
0

乳
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 la
ct

at
e

酸
味

料
ほ

か
72

-1
7-

3
11

2.0
6

−（
4）（

19
）

−（
4）

29
1

ネ
オ

テ
ー

ム
ne

ot
am

e
甘

味
料

ほ
か

16
54

50
-1

7-
9

37
8.4

6
−

FS
C4

0
−

FS
C4

0
−

FS
C4

0

29
2

γ
-ノ

ナ
ラ

ク
ト

ン
（

別
名

ノ
ナ

ラ
ク

ト
ン

）
γ

-n
on

al
ac

to
ne（

no
na

la
ct

o
ne

）
香

料
10

4-
61

-0
−（

16
）

−
H

22

29
3

ノ
ル

ビ
キ

シ
ン

カ
リ

ウ
ム

po
ta

ss
iu

m
  n

or
bi

xi
n

着
色

料
33

26
1-

80
-2

45
6.6

6
−（

1）
−（

1）

29
4

ノ
ル

ビ
キ

シ
ン

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 n
or

bi
xi

n
着

色
料

33
26

1-
81

-3
42

4.4
5

−（
1）

−（
1）

29
5

バ
ニ

リ
ン

（
別

名
ワ

ニ
リ

ン
）

va
ni

lli
n

香
料

12
1-

33
-5

15
2.1

5
−（

2）（
16

）
−（

2）

29
6

パ
ラ

オ
キ

シ
安

息
香

酸
イ

ソ
ブ

チ
ル

（
別

名
パ

ラ
ヒ

ド
ロ

キ
シ

安
息

香
酸

イ
ソ

ブ
チ

ル
）

iso
bu

ty
l  

p 
-h

yd
ro

xy
be

nz
oa

te
保

存
料

42
47

-0
2-

3
19

4.2
3

−（
1）（

16
）

−（
1）

29
7

パ
ラ

オ
キ

シ
安

息
香

酸
イ

ソ
プ

ロ
ピ

ル
（

別
名

パ
ラ

ヒ
ド

ロ
キ

シ
安

息
香

酸
イ

ソ
プ

ロ
ピ

ル
）

iso
pr

op
yl

 p
 -h

yd
ro

xy
be

nz
oa

te
保

存
料

41
91

-7
3-

5
18

0.2
0

−（
1）（

16
）

−（
1）
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

29
8

パ
ラ

オ
キ

シ
安

息
香

酸
エ

チ
ル

（
別

名
パ

ラ
ヒ

ド
ロ

キ
シ

安
息

香
酸

エ
チ

ル
）

et
hy

l  
p 

-h
yd

ro
xy

be
nz

oa
te

保
存

料
12

0-
47

-8
16

6.1
7

−（
1）（

16
）

+（
1）

29
9

パ
ラ

オ
キ

シ
安

息
香

酸
ブ

チ
ル

（
別

名
パ

ラ
ヒ

ド
ロ

キ
シ

安
息

香
酸

ブ
チ

ル
）

bu
ty

l  
p 

-h
yd

ro
xy

be
nz

oa
te

保
存

料
94

-2
6-

8
19

4.2
3

−（
1）（

10
）

−（
1）

30
0

パ
ラ

オ
キ

シ
安

息
香

酸
プ

ロ
ピ

ル
（

別
名

パ
ラ

ヒ
ド

ロ
キ

シ
安

息
香

酸
プ

ロ
ピ

ル
）

pr
op

yl
  p

 -h
yd

ro
xy

be
nz

oa
te

保
存

料
94

-1
3-

3
18

0.2
0

−（
16

）
+H

25

30
1

パ
ラ

メ
チ

ル
ア

セ
ト

フ
ェ

ノ
ン

p 
-m

et
hy

la
ce

to
ph

en
on

e
香

料
12

2-
00

-9
13

4.1
8

−（
16

）
+H

24

30
2

L-
バ

リ
ン

L-
va

lin
e

強
化

剤
ほ

か
72

-1
8-

4
11

7.1
5

−（
3）（

18
）

−（
3）

30
3

バ
レ

ル
ア

ル
デ

ヒ
ド

va
le

ra
ld

eh
yd

e
香

料
11

0-
62

-3
86

.13
−

FS
C4

1
−

H
17

30
4

パ
ン

ト
テ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
  p

an
to

th
en

at
e

強
化

剤
13

7-
08

-6
47

6.5
3

−（
3）（

12
）

−（
3）

30
5

パ
ン

ト
テ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

  p
an

to
th

en
at

e
強

化
剤

75
03

3-
16

-8
−（

5）（
11

）
−（

5）

30
6

ビ
オ

チ
ン

bi
ot

in
栄

養
強

化
剤

58
-8

5-
5

24
4.3

1
−

FS
C4

2
d-

ビ
オ

チ
ン

30
7

L-
ヒ

ス
チ

ジ
ン

塩
酸

塩
l-h

is
tid

in
e 

m
on

oh
yd

ro
ch

lo
ri

de
強

化
剤

70
48

-0
2-

4
20

9.6
3

−（
5）

−（
5）

30
8

ビ
ス

ベ
ン

チ
ア

ミ
ン

（
別

名
ベ

ン
ゾ

イ
ル

チ
ア

ミ
ン

ジ
ス

ル
フ

イ
ド

）

bi
sb

en
tia

m
in

e（
be

nz
oy

lth
ia

m
in

e 
 d

isu
lfi

de
）

栄
養

強
化

剤
26

67
-8

9-
2

77
0.9

2
−（

4）
−

H
23

−（
4）
±

H
23

30
9

ビ
タ

ミ
ン

A（
別

名
レ

チ
ノ

ー
ル

）
vi

ta
m

in
 A（

re
tin

ol
）

強
化

剤
68

-2
6-

8
28

6.4
5

−（
20

）
−

H
23

31
0

ビ
タ

ミ
ン

A
脂

肪
酸

エ
ス

テ
ル

（
別

名
レ

チ
ノ

ー
ル

脂
肪

酸
エ

ス
テ

ル
）

vi
ta

m
in

 A
 fa

tt
y 

ac
id

s 
es

te
rs

（
re

tin
ol

 e
st

er
s 

of
 fa

tt
y 

ac
id

s 
es

te
rs

）
強

化
剤

−（
1）

−（
1）

−（
9）

31
1

1
-ヒ

ド
ロ

キ
シ

エ
チ

リ
デ

ン
ー

1
・

1
-ジ

ホ
ス

ホ
ン

酸
1-

hy
dr

ox
ye

th
yl

id
en

e-
1, 

1-
di

p
ho

sp
ho

ni
c 

ac
id

製
造

用
剤

28
09

-2
1-

4
−

FS
C1

9
−

FS
C1

9

31
2

ヒ
ド

ロ
キ

シ
シ

ト
ロ

ネ
ラ

ー
ル

hy
dr

ox
yc

itr
on

el
la

l
香

料
10

7-
75

-5
17

2.2
6

−（
20

）
+H

24

31
3

ヒ
ド

ロ
キ

シ
シ

ト
ロ

ネ
ラ

ー
ル

ジ
メ

チ
ル

ア
セ

タ
ー

ル
hy

dr
ox

yc
itr

on
el

la
l  

di
m

et
hy

l
ac

et
al

香
料

14
1-

92
-4

21
8.3

3
−（

25
）

−（
25

）

31
4

ヒ
ド

ロ
キ

シ
プ

ロ
ピ

ル
化

リ
ン

酸
架

橋
デ

ン
プ

ン
hy

dr
ox

yp
ro

py
l d

ist
ar

ch
 p

ho
sp

ha
te

増
粘

安
定

剤
ほ

か
53

24
-0

0-
8

加
工

デ
ン

プ
ン

と
し

て
評

価

31
5

ヒ
ド

ロ
キ

シ
プ

ロ
ピ

ル
セ

ル
ロ

ー
ス

hy
dr

ox
yp

ro
py

l  
ce

llu
lo

se
乳

化
剤

ほ
か

90
04

-6
4-

2
−

FS
C4

3

31
6

ヒ
ド

ロ
キ

シ
プ

ロ
ピ

ル
デ

ン
プ

ン
hy

dr
ox

yp
ro

py
l s

ta
rc

h
増

粘
安

定
剤

ほ
か

68
13

0-
14

-3
加

工
デ

ン
プ

ン
と

し
て

評
価

31
7

ヒ
ド

ロ
キ

シ
プ

ロ
ピ

ル
メ

チ
ル

セ
ル

ロ
ー

ス
hy

dr
ox

yp
ro

py
l m

et
hy

lc
el

lu
l

os
e

乳
化

剤
ほ

か
90

04
-6

5-
3

−
H

12
−

H
12

−
H

12

31
8

ピ
ペ

リ
ジ

ン
pi

pe
rid

in
e

香
料

11
0-

89
-4

85
.15

−
FS

C4
4

−
H

17
−

H
17

31
9

ピ
ペ

ロ
ナ

ー
ル

（
別

名
へ

リ
オ

ト
ロ

ピ
ン

）
pi

pe
ro

na
l（

he
lio

tr
op

in
e）

香
料

12
0-

57
-0

15
0.1

3
+（

16
）

−
H

22
T

GR
:−

H
23

T
GR

試
験

対
象

マ
ウ

ス
：

肝
臓

，
腎

臓

32
0

ピ
ペ

ロ
ニ

ル
ブ

ト
キ

シ
ド

（
別

名
ピ

ペ
ロ

ニ
ル

ブ
ト

キ
サ

イ
ド

）
pi

pe
ro

ny
l b

ut
ox

id
e

防
虫

剤
51

-0
3-

6
33

8.4
4

−（
1）（

19
）

−（
1）
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

32
1

ひ
ま

わ
り

レ
シ

チ
ン

su
nfl

ow
er

 le
ci

th
in

乳
化

剤
80

02
-4

3-
5

−
FS

C4
5

−
FS

C4
5

32
2

氷
酢

酸
ac

et
ic

 a
ci

d,
 g

la
ci

al
酸

味
料

64
-1

9-
7

60
.05

−（
4）（

17
）

−（
4）

32
3

ピ
ラ

ジ
ン

py
ra

zi
ne

香
料

29
0-

37
-9

80
.09

−
FS

C4
6

+FS
C4

6
−

H
18

32
4

ピ
リ

ド
キ

シ
ン

塩
酸

塩
（

別
名

ビ
タ

ミ
ン

B
6

）
py

rid
ox

in
e 

hy
dr

oc
hl

or
id

e（
vi

ta
m

in
 b

6）
強

化
剤

58
-5

6-
0

20
5.6

4
−（

2）（
11

）
−（

2）

32
5

ピ
リ

メ
タ

ニ
ル

py
rim

et
ha

ni
l

保
存

料
ほ

か
13

13
41

-8
6-

1
19

9.2
6

−
FS

C4
7

−
FS

C4
7

Re
c 

as
sa

y:
  

−
FS

C4
7

32
6

ピ
ロ

亜
硫

酸
カ

リ
ウ

ム
（

別
名

亜
硫

酸
水

素
カ

リ
ウ

ム
又

は
メ

タ
重

亜
硫

酸
カ

リ
ウ

ム
）

po
ta

ss
iu

m
 p

yr
os

ul
fit

e（
po

ta
s

siu
m

 h
yd

ro
ge

n 
su

lfi
te

 o
r 

po
ta

ss
iu

m
  m

et
ab

isu
lfi

te
）

保
存

料
ほ

か
16

73
1-

55
-8

22
2.3

3
−（

1）（
12

）
−（

1）

32
7

ピ
ロ

亜
硫

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
亜

硫
酸

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
、

メ
タ

重
亜

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
又

は
酸

性
亜

硫
酸

ソ
ー

ダ
）

so
di

um
 p

yr
os

ul
fit

e（
so

di
um

 
m

et
ab

isu
lfi

te
, a

ci
d 

su
lfi

te
 o

f 
so

da
）

保
存

料
ほ

か
76

81
−

57
−

4
19

0.1
1

−（
3）（

19
）

−（
3）

無
水

重
亜

硫
酸

ソ
ー

ダ
と

し
て

記
載

さ
れ

て
い

る

32
8

ピ
ロ

リ
ジ

ン
py

rr
ol

id
in

e
香

料
12

3-
75

-1
71

.12
−

FS
C4

8
+H

17
−

H
18

32
9

ピ
ロ

リ
ン

酸
四

カ
リ

ウ
ム

（
別

名
ピ

ロ
リ

ン
酸

カ
リ

ウ
ム

）

po
ta

ss
iu

m
  

py
ro

ph
os

ph
at

e
（

te
tr

ap
ot

as
siu

m
  

py
ro

ph
os

p
ha

te
）

製
造

用
剤

73
20

-3
4-

5
33

0.3
4

−（
15

）
−

H
22

33
0

ピ
ロ

リ
ン

酸
二

水
素

カ
ル

シ
ウ

ム
（

別
名

酸
性

ピ
ロ

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

）

ca
lc

iu
m

 d
ih

yd
ro

ge
n 

py
ro

ph
os

ph
at

e（
ac

id
 c

al
ci

um
 p

yr
op

ho
sp

ha
te

）
強

化
剤

ほ
か

14
86

6-
19

-4
21

6.0
4

−（
20

）
−

H
23

33
1

ピ
ロ

リ
ン

酸
二

水
素

二
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
酸

性
ピ

ロ
リ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

di
so

di
um

 d
ih

yd
ro

ge
n 

py
ro

p
ho

sp
ha

te（
ac

id
 d

iso
di

um
 p

yr
op

ho
sp

ha
te

）
製

造
用

剤
77

58
-1

6-
9

22
1.9

4
−（

4）（
20

）
−（

4）

33
2

ピ
ロ

リ
ン

酸
第

二
鉄

fe
rr

ic
 p

yr
op

ho
sp

ha
te

強
化

剤
ほ

か
13

32
-9

6-
3

74
5.2

1
−（

4）（
11

）
−（

4）

33
3

ピ
ロ

リ
ン

酸
四

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

ピ
ロ

リ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
so

di
um

 p
yr

op
ho

sp
ha

te（
te

tr
as

od
iu

m
  p

yr
op

ho
sp

ha
te

 ）
品

質
改

良
剤

77
22

-8
8-

5
26

5.9
0

−（
5）（

15
）

−（
5）

33
4

ピ
ロ

ー
ル

py
rr

ol
e

香
料

10
9-

97
-7

67
.09

−
FS

C4
9

+H
18

−
H

21

33
5

L-
フ

ェ
ニ

ル
ア

ラ
ニ

ン
l-p

he
ny

la
la

ni
ne

強
化

剤
ほ

か
63

-9
1-

2
16

5.1
9

−（
2）（

18
）

−（
2）

33
6

フ
ェ

ニ
ル

酢
酸

イ
ソ

ア
ミ

ル
iso

am
yl

 p
he

ny
la

ce
ta

te
香

料
10

2-
19

-2
20

6.2
8

−（
16

）
−

H
25

33
7

フ
ェ

ニ
ル

酢
酸

イ
ソ

ブ
チ

ル
iso

bu
ty

l p
he

ny
la

ce
ta

te
香

料
10

2-
13

-6
19

2.2
5

−（
19

）
−

H
24

33
8

フ
ェ

ニ
ル

酢
酸

エ
チ

ル
et

hy
l p

he
ny

la
ce

ta
te

香
料

10
1-

97
-3

16
4.2

0
−（

2）（
16

）
−（

2）

33
9

2
-（

3
-フ

ェ
ニ

ル
プ

ロ
ピ

ル
）

ピ
リ

ジ
ン

2-（
3-

ph
en

yl
pr

op
yl

）p
yr

id
in

e
香

料
21

10
-1

8-
1

19
7.2

8
−

H
17

+H
17

−
H

18

34
0

フ
ェ

ネ
チ

ル
ア

ミ
ン

ph
en

et
hy

la
m

in
e

香
料

64
-0

4-
0

12
1.1

8
−

H
17

+H
17

−
H

18

34
1

フ
ェ

ノ
ー

ル
エ

ー
テ

ル
類

（
毒

性
が

激
し

い
と

一
般

に
認

め
ら

れ
る

も
の

を
除

く
．）

ph
en

ol
 e

th
er

s（
ex

ce
pt

 t
ho

se
 

ge
ne

ra
lly

 r
ec

og
ni

ze
d 

as
 h

ig
hl

y 
to

xi
c）

香
料

34
2

フ
ェ

ノ
ー

ル
類

（
毒

性
が

激
し

い
と

一
般

に
認

め
ら

れ
る

も
の

を
除

く
．）

ph
en

ol
s（

ex
ce

pt
 t

ho
se

 g
en

er
al

ly
 r

ec
og

ni
ze

d 
as

 h
ig

hl
y 

to
xi

c）
香

料
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

34
3

フ
ェ

ロ
シ

ア
ン

化
物

（
フ

ェ
ロ

シ
ア

ン
化

カ
リ

ウ
ム

（
別

名
ヘ

キ
サ

シ
ア

ノ
鉄

（
II

）
酸

カ
リ

ウ
ム

）、
フ

ェ
ロ

シ
ア

ン
化

カ
ル

シ
ウ

ム
（

別
名

ヘ
キ

サ
シ

ア
ノ

鉄
（

II
）

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

）
及

び
フ

ェ
ロ

シ
ア

ン
化

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

ヘ
キ

サ
シ

ア
ノ

鉄
（

II
）

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
に

限
る

）

fe
rr

oc
ya

ni
de

s（
po

ta
ss

iu
m

 f
er

ro
cy

an
id

e（
po

ta
ss

iu
m

 h
ex

ac
ya

no
fe

rr
at

e（
II

））
, c

al
ci

um
 f

e
rr

oc
ya

ni
de（

ca
lc

iu
m

 h
ex

ac
ya

no
fe

rr
at

e（
II

））
,  

so
di

um
  f

er
r

oc
ya

ni
de（

so
di

um
 h

ex
ac

ya
no

fe
rr

at
e（

II
））

）

製
造

用
剤

ほ
か

13
94

3-
58

-3
, 

13
82

1-
08

-4
, 

13
60

1-
19

-9

42
2.3

9, 
50

8.2
9, 

 
48

4.0
6

−
−

フ
ェ

ロ
シ

ア
ン

化
カ

リ
ウ

ム
お

よ
び

フ
ェ

ロ
シ

ア
ン

化
ナ

ト
リ

ウ
ム

と
し

て

34
4

ブ
タ

ノ
ー

ル
bu

ta
no

l
製

造
用

剤
ほ

か
71

-3
6-

3
74

.12
−

H
15

−
H

15
−

H
15

34
5

ブ
チ

ル
ア

ミ
ン

bu
ty

la
m

in
e

香
料

10
9-

73
-9

73
.14

−
FS

C5
0

+H
17

−
H

18

34
6

ブ
チ

ル
ア

ル
デ

ヒ
ド

bu
ty

ra
ld

eh
yd

e
香

料
12

3-
78

-8
72

.11
−

FS
C5

1
+FS

C5
1 
−

FS
C5

1
−

FS
C5

1

34
7

ブ
チ

ル
ヒ

ド
ロ

キ
シ

ア
ニ

ソ
ー

ル
bu

ty
la

te
d 

 h
yd

ro
xy

an
iso

le
酸

化
防

止
剤

25
01

3-
16

-5
18

0.2
4

−（
1）（

10
）

−（
1）

−（
3）

34
8

フ
マ

ル
酸

fu
m

ar
ic

 a
ci

d
酸

味
料

11
0-

17
-8

11
6.0

7
−（

4）（
17

）
−（

4）

34
9

フ
マ

ル
酸

一
ナ

ト
リ

ウ
ム

（
別

名
フ

マ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
m

on
os

od
iu

m
 f

um
ar

at
e（

so
di

um
 fu

m
ar

at
e）

酸
味

料
58

73
-5

7-
4

13
8.0

5
−（

5）（
19

）
−（

5）

35
0

フ
ル

ジ
オ

キ
ソ

ニ
ル

flu
di

ox
on

il
保

存
料

ほ
か

13
13

41
-8

6-
1

24
8.1

9
−

FS
C5

2
+FS

C5
2

−
FS

C5
2

35
1

フ
ル

フ
ラ

ー
ル

及
び

そ
の

誘
導

体
（

毒
性

が
激

し
い

と
一

般
に

認
め

ら
れ

る
も

の
を

除
く

．）

fu
rf

ur
al

s 
an

d 
its

 d
er

iv
at

iv
es

（
ex

ce
pt

 t
ho

se
 g

en
er

al
ly

 r
ec

og
ni

ze
d 

as
 h

ig
hl

y 
to

xi
c）

香
料

−（
17

）
−

H
23

フ
ル

フ
ラ

ー
ル

で
実

施

35
2

プ
ロ

パ
ノ

ー
ル

pr
op

an
ol

製
造

用
剤

ほ
か

71
-2

3-
8

60
.09

−
FS

C5
3

35
3

プ
ロ

ピ
オ

ン
ア

ル
デ

ヒ
ド

pr
op

io
na

ld
eh

yd
e

香
料

12
3-

38
-6

58
.08

−
FS

C5
4

−
H

17

35
4

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

pr
op

io
ni

c 
ac

id
香

料
ほ

か
79

-0
9-

4
74

.08
−（

16
）

−
H

22

35
5

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

イ
ソ

ア
ミ

ル
iso

am
yl

 p
ro

pi
on

at
e

香
料

10
5-

68
-0

14
4.2

1
−（

3）（
16

）
−（

3）

35
6

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

エ
チ

ル
et

hy
l p

ro
pi

on
at

e
香

料
10

5-
37

-3
10

2.1
3

−（
3）（

16
）

−（
3）

35
7

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
  p

ro
pi

on
at

e
保

存
料

40
75

-8
1-

4
18

6.2
2

−（
2）（

16
）

−（
2）

35
8

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

 p
ro

pi
on

at
e

保
存

料
13

7-
40

-6
96

.06
−（

1）（
11

）
−（

1）

35
9

プ
ロ

ピ
オ

ン
酸

ベ
ン

ジ
ル

be
nz

yl
 p

ro
pi

on
at

e
香

料
12

2-
63

-4
16

4.2
0

−（
16

）
−

H
24

36
0

プ
ロ

ピ
レ

ン
グ

リ
コ

ー
ル

pr
op

yl
en

e 
gl

yc
ol

品
質

保
持

剤
ほ

か
57

-5
5-

6
76

.09
−（

1）（
14

）
+（

1）
−（

9）

36
1

プ
ロ

ピ
レ

ン
グ

リ
コ

ー
ル

脂
肪

酸
エ

ス
テ

ル
pr

op
yl

en
e 

gl
yc

ol
 e

st
er

s 
of

 fa
tt

y 
ac

id
s

乳
化

剤
−（

2）（
20

）
−（

2）

36
2

へ
キ

サ
ン

酸
（

別
名

カ
プ

ロ
ン

酸
）

he
xa

no
ic

 a
ci

d（
ca

pr
oi

c 
ac

id
）

香
料

14
2-

62
-1

11
6.1

6
−（

12
）

−
H

24

36
3

へ
キ

サ
ン

酸
ア

リ
ル

（
別

名
カ

プ
ロ

ン
酸

ア
リ

ル
）

al
ly

l h
ex

an
oa

te（
al

ly
l c

ap
ro

a
te

）
香

料
12

3-
68

-2
15

6.2
2

−（
17

）
−（

4）
−

H
22

36
4

へ
キ

サ
ン

酸
エ

チ
ル

（
別

名
カ

プ
ロ

ン
酸

エ
チ

ル
）

et
hy

l h
ex

an
oa

te（
et

hy
l c

ap
ro

at
e）

香
料

12
3-

66
-0

14
4.2

1
−（

17
）

−（
4）
−

H
24

36
5

へ
プ

タ
ン

酸
エ

チ
ル

（
別

名
エ

ナ
ン

ト
酸

エ
チ

ル
）

et
hy

l h
ep

ta
no

at
e（

et
hy

l e
na

n
th

at
e）

香
料

10
6-

30
-9

15
8.2

4
−（

12
）

−
H

24
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

36
6

1
-ペ

リ
ル

ア
ル

デ
ヒ

ド
（

別
名

l-
ペ

リ
ラ

ア
ル

デ
ヒ

ド
）

l -
pe

ril
la

ld
eh

yd
e

香
料

18
03

1-
40

-8
15

0.2
2

−（
3）（

19
）

+（
3）

−（
9）

36
7

ベ
ン

ジ
ル

ア
ル

コ
ー

ル
be

nz
yl

 a
lc

oh
ol

香
料

10
0-

51
-6

10
8.1

4
−（

3）（
17

）
−（

3）
−（

9）

36
8

ベ
ン

ズ
ア

ル
デ

ヒ
ド

be
nz

al
de

hy
de

香
料

10
0-

52
-7

10
6.1

2
−（

17
）

−
H

22

36
9

2
-ペ

ン
タ

ノ
ー

ル
（

別
名

se
c 

-
ア

ミ
ル

ア
ル

コ
ー

ル
）

2-
pe

nt
an

ol（
se

c 
-a

m
yl

al
co

ho
l）

香
料

60
32

-2
9-

7
88

.15
−

H
16

−
H

16

37
0

tr
an

s-
2

-ペ
ン

テ
ナ

ー
ル

tr
an

s 
-2

-p
en

te
na

l
香

料
15

76
-8

7-
0

84
.12

−
H

17

37
1

1
-ペ

ン
テ

ン
-3

-オ
ー

ル
1-

pe
nt

en
-3

-o
l

香
料

61
6-

25
-1

86
.13

+H
16

−
H

16
−

H
17

A
m

es
は

T
A

15
37

の
み

で
背

景
値

の
範

囲
内

37
2

芳
香

族
ア

ル
コ

ー
ル

類
ar

om
at

ic
  a

lc
oh

ol
s

香
料

37
3

芳
香

族
ア

ル
デ

ヒ
ド

類
（

毒
性

が
激

し
い

と
一

般
に

認
め

ら
れ

る
も

の
を

除
く

．）

ar
om

at
ic

 a
ld

eh
yd

es（
ex

ce
pt

 
th

os
e 

ge
ne

ra
lly

 r
ec

og
ni

ze
d 

as
 h

ig
hl

y 
to

xi
c）

香
料

37
4

没
食

子
酸

プ
ロ

ピ
ル

pr
op

yl
 g

al
la

te
酸

化
防

止
剤

12
1-

79
-9

21
2.2

0
−（

1）
+（

13
）

+（
1）

−
H

21
T

GR
:−

H
21

T
GR

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肝
臓

，
胃

（
腺

胃
）

37
5

ポ
リ

ア
ク

リ
ル

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

so
di

um
  p

ol
ya

cr
yl

at
e

糊
料

ほ
か

90
03

-0
4-

7
−（

2）（
13

）
−（

2）

37
6

ポ
リ

イ
ソ

ブ
チ

レ
ン

（
別

名
ブ

チ
ル

ゴ
ム

）
po

ly
is

ob
ut

yl
en

e（
bu

ty
l r

ub
b

er
）

ガ
ム

ベ
ー

ス
90

03
-2

7-
4

−（
3）

−（
3）

37
7

ポ
リ

ソ
ル

ベ
ー

ト
20

po
ly

so
rb

at
e 

 2
0

乳
化

剤
ほ

か
90

05
-6

4-
5

12
27

.72
分

子
量

違
い

の
物

質
の

デ
ー

タ
参

照
37
8

ポ
リ

ソ
ル

ベ
ー

ト
60

po
ly

so
rb

at
e 

 6
0

乳
化

剤
ほ

か
90

05
-6

7-
8

13
11

.90
−

FS
C5

5
−

FS
C5

5

37
9

ポ
リ

ソ
ル

ベ
ー

ト
65

po
ly

so
rb

at
e 

 6
5

乳
化

剤
ほ

か
90

05
-7

1-
4

18
42

−
FS

C5
5

+FS
C5

5
−

FS
C5

5

38
0

ポ
リ

ソ
ル

ベ
ー

ト
80

po
ly

so
rb

at
e 

 8
0

乳
化

剤
ほ

か
90

05
-6

5-
6

13
09

.68
−

FS
C5

5
−

FS
C5

5
−

FS
C5

5
Re

c 
as

sa
y:

  

−
FS

C5
5

38
1

ポ
リ

ビ
ニ

ル
ピ

ロ
リ

ド
ン

po
ly

vi
ny

lp
yr

ro
rid

on
e

増
粘

安
定

剤
ほ

か
90

03
-3

9-
8

−
FS

C5
6

38
2

ポ
リ

ビ
ニ

ル
ポ

リ
ピ

ロ
リ

ド
ン

po
ly

vi
ny

lp
ol

yp
yr

ro
lid

on
e

製
造

用
剤

25
24

9-
54

-1
−

FS
C5

7

38
3

ポ
リ

ブ
テ

ン
（

別
名

ポ
リ

ブ
チ

レ
ン

）
po

ly
bu

te
ne（

po
ly

bu
ty

le
ne

）
ガ

ム
ベ

ー
ス

90
03

-2
8-

5
−（

4）（
20

）
−（

4）

38
4

ポ
リ

リ
ン

酸
カ

リ
ウ

ム
po

ta
ss

iu
m

  p
ol

yp
ho

sp
ha

te
製

造
用

剤
68

95
6-

75
-2

−（
20

）
−

H
22

38
5

ポ
リ

リ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

so
di

um
 p

ol
yp

ho
sp

ha
te

製
造

用
剤

68
91

5-
31

-1
−（

3）（
5）（

15
）

−（
3）（

5）
（

3）
は

ト
リ

ポ
リ

リ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

で
実

施
38

6
d-

ボ
ル

ネ
オ

ー
ル

d 
-b

or
ne

ol
香

料
46

4-
43

-7
15

4.2
5

−（
17

）
−

H
22

38
7

マ
ル

ト
ー

ル
m

al
to

l
香

料
11

8-
71

-8
12

6.1
1

−（
4）
+（

17
）

+（
4）

+（
9）

T
GR

:−
H

21
T

GR
試

験
対

象
：

マ
ウ

ス
肝

臓
，

胃
（

腺
胃

）

38
8

D
-マ

ン
ニ

ト
ー

ル
（

別
名

D
-マ

ン
ニ

ッ
ト

）
D

-m
an

ni
to

l（
D

-m
an

ni
te

）
粘

着
防

止
剤

ほ
か

69
-6

5-
8

18
2.1

7
−（

3）（
13

）
−（

3）

38
9

メ
タ

リ
ン

酸
カ

リ
ウ

ム
po

ta
ss

iu
m

  m
et

ap
ho

sp
ha

te
製

造
用

剤
77

90
-5

3-
6

11
8.0

7
−（

2）（
15

）
−（

2）

39
0

メ
タ

リ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

so
di

um
 m

et
ap

ho
sp

ha
te

製
造

用
剤

10
36

1-
03

-2
10

1.9
6

−（
3）（

15
）

−（
3）

39
1

D
L-

メ
チ

オ
ニ

ン
D

L-
m

et
hi

on
in

e
強

化
剤

ほ
か

59
-5

1-
8

14
9.2

1
−（

18
）

−
H

22

39
2

L-
メ

チ
オ

ニ
ン

L-
m

et
hi

on
in

e
強

化
剤

63
-6

8-
3

14
9.2

1
−（

18
）

−
H

23
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

39
3

N
-メ

チ
ル

ア
ン

ト
ラ

ニ
ル

酸
メ

チ
ル

（
別

名
N

-メ
チ

ル
ア

ン
ス

ラ
ニ

ル
酸

メ
チ

ル
）

m
et

hy
l N

-m
et

hy
la

nt
hr

an
ila

te
香

料
85

-9
1-

6
16

5.1
9

−（
17

）
−

H
22

39
4

5
-メ

チ
ル

キ
ノ

キ
サ

リ
ン

5-
m

et
hy

lq
ui

no
xa

lin
e

香
料

13
70

8-
12

-8
14

4.1
7

−
H

15
+H

15
−

H
15

39
5

6
-メ

チ
ル

キ
ノ

リ
ン

6-
m

et
hy

lq
ui

no
lin

e
香

料
91

-6
2-

3
14

3.1
9

−
H

16

39
6

5
-メ

チ
ル

-6
,7

-ジ
ヒ

ド
ロ

-5
H

-
シ

ク
ロ

ペ
ン

タ
ピ

ラ
ジ

ン
6,

7-
di

hy
dr

o-
5-

m
et

hy
l-5

h-
cy

cl
op

en
ta

py
ra

zi
ne

香
料

23
74

7-
48

-0
13

4.1
8

−
H

16
−

H
16

−
H

17

39
7

メ
チ

ル
セ

ル
ロ

ー
ス

m
et

hy
l c

el
lu

lo
se

糊
料

ほ
か

90
04

-6
7-

5
−（

3）（
5）（

14
）

−（
3）

39
8

1
-メ

チ
ル

ナ
フ

タ
レ

ン
1-

m
et

hy
ln

ap
ht

ha
le

ne
香

料
90

-1
2-

0
14

2.2
0

−
FS

C5
8

+H
17

−
H

18
T

GR
: 

−
FS

C5
8

T
GR

試
験

対
象

：
マ

ウ
ス

肺

39
9

メ
チ

ル
β

-ナ
フ

チ
ル

ケ
ト

ン
m

et
hy

l β
-n

ap
ht

hy
l k

et
on

e
香

料
93

-0
8-

3
17

0.2
1

−（
17

）
−

H
24

40
0

2
-メ

チ
ル

ピ
ラ

ジ
ン

2-
m

et
hy

py
ra

zi
ne

香
料

10
9-

08
-0

94
.11

−
FS

C5
9

−
H

16

40
1

2
-メ

チ
ル

ブ
タ

ノ
ー

ル
2-

m
et

hy
lb

ut
an

ol
香

料
13

7-
32

-6
88

.15
−

H
15

−
H

15
−

H
15

40
2

3
-メ

チ
ル

-2
-ブ

タ
ノ

ー
ル

3-
m

et
hy

l-2
-b

ut
an

ol
香

料
59

8-
75

-4
88

.15
−

H
17

−
H

17

40
3

2
-メ

チ
ル

ブ
チ

ル
ア

ル
デ

ヒ
ド

2-
m

et
hy

lb
ut

yr
al

de
hy

de
香

料
96

-1
7-

3
86

.13
−

FS
C6

0
−

H
17

40
4

tr
an

s-
2

-メ
チ

ル
-2

-ブ
テ

ナ
ー

ル
tr

an
s 

-2
-m

et
hy

l-2
-b

ut
en

al
,（

e 
）-

2-
m

et
hy

l-2
-b

ut
en

al
香

料
49

7-
03

-0
84

.12
+H

17
+H

17
−

H
18

40
5

3
-メ

チ
ル

-2
-ブ

テ
ナ

ー
ル

3-
m

et
hy

l-2
-b

ut
en

al
香

料
10

7-
86

-8
84

.12
+H

16
+H

16
−

H
17

40
6

3
-メ

チ
ル

-2
-ブ

テ
ノ

ー
ル

3-
m

et
hy

l-2
-b

ut
en

ol
香

料
55

6-
82

-1
86

.13
+H

16
+H

16
+H

17
小

核
試

験
は

偽
陽

性

40
7

メ
チ

ル
ヘ

ス
ペ

リ
ジ

ン
（

別
名

溶
性

ビ
タ

ミ
ン

P）
m

et
hy

l h
es

pe
ri

di
n（

so
lu

bl
e 

vi
ta

m
in

 P
）

強
化

剤
11

01
3-

97
-1

62
4.5

9
−（

3）（
12

）
−（

3）

40
8

dl
-メ

ン
ト

ー
ル

（
別

名
dl

-ハ
ッ

カ
脳

）
dl

-m
en

th
ol（

dl
-p

ep
pe

rm
in

t c
a

m
ph

or
）

香
料

89
-7

8-
1

15
6.2

7
−（

1）（
20

）
−（

1）

40
9

l-メ
ン

ト
ー

ル
（

別
名

ハ
ッ

カ
脳

）
l-m

en
th

ol（
pe

pp
er

m
in

t 
ca

m
p

ho
r）

香
料

22
16

-5
1-

5
15

6.2
69

−（
4）（

17
）

−（
4）

41
0

モ
ル

ホ
リ

ン
脂

肪
酸

塩
m

or
ph

ol
in

e 
sa

lts
 o

f f
at

ty
 a

ci
ds

被
膜

剤
−（

2）
−（

2）

41
1

葉
酸

fo
lic

 a
ci

d
強

化
剤

59
-3

0-
3

44
1.4

04
−（

5）（
11

）
−（

5）

41
2

酪
酸

bu
ty

ric
 a

ci
d

香
料

10
7-

92
-6

88
.10

6
−（

3）（
17

）
−（

3）

41
3

酪
酸

イ
ソ

ア
ミ

ル
iso

am
yl

 b
ut

yr
at

e
香

料
10

6-
27

-4
15

8.2
41

−（
3）（

4）（
17

）
−（

3）（
4）

41
4

酪
酸

エ
チ

ル
et

hy
l b

ut
yr

at
e

香
料

10
5-

54
-4

11
6.1

6
−（

3）（
4）（

17
）

−（
3）（

4）

41
5

酪
酸

シ
ク

ロ
ヘ

キ
シ

ル
cy

cl
oh

ex
yl

 b
ut

yr
at

e
香

料
15

51
-4

4-
6

17
0.2

52
−（

17
）

−
H

25

41
6

酪
酸

ブ
チ

ル
bu

ty
l b

ut
yr

at
e

香
料

10
9-

21
-7

14
4.2

14
−（

17
）

−
H

24

41
7

ラ
ク

ト
ン

類
（

毒
性

が
激

し
い

と
一

般
に

認
め

ら
れ

る
も

の
を

除
く

．）

la
ct

on
es（

ex
ce

pt
 t

ho
se

 g
en

er
al

ly
 r

ec
og

ni
ze

d 
as

 h
ig

hl
y

香
料

41
8

L-
リ

シ
ン

L-
ア

ス
パ

ラ
ギ

ン
酸

塩
（

別
名

L-
リ

ジ
ン

L-
ア

ス
パ

ラ
ギ

ン
酸

塩
）

L-
ly

sin
e 

L-
as

pa
rt

at
e

強
化

剤
ほ

か
−（

5）
−（

5）

41
9

L-
リ

シ
ン

塩
酸

塩
（

別
名

L-
リ

ジ
ン

塩
酸

塩
）

L-
ly

sin
e 

 m
on

oh
yd

ro
ch

lo
rid

e
強

化
剤

ほ
か

65
7-

27
-2

18
2.6

5
−（

5）（
18

）
−（

5）
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

42
0

L-
リ

シ
ン

L-
グ

ル
タ

ミ
ン

酸
塩

（
別

名
L-

リ
ジ

ン
L-

グ
ル

タ
ミ

ン
酸

塩
）

L-
ly

sin
e 

L-
gl

ut
am

at
e

強
化

剤
ほ

か
−

H
23

−
H

23

42
1

リ
ナ

ロ
オ

ー
ル

（
別

名
リ

ナ
ロ

ー
ル

）
lin

al
oo

l
香

料
78

-7
0-

6
15

4.2
5

−（
3）（

17
）

−（
3）

42
2

5
’-リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
カ

ル
シ

ウ
ム

（
別

名
5

’-リ
ボ

ヌ
ク

レ
オ

タ
イ

ド
カ

ル
シ

ウ
ム

）
ca

lc
iu

m
  5

’-r
ib

on
uc

le
ot

id
e

調
味

料
−

H
22

−
H

22

42
3

5
’-リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
ニ

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

5
’-リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
タ

イ
ド

ナ
ト

リ
ウ

ム
又

は
5

’-
リ

ボ
ヌ

ク
レ

オ
チ

ド
ナ

ト
リ

ウ
ム

）

di
so

di
um

 5
’-r

ib
on

uc
le

ot
id

e
（

so
di

um
 5

’-r
ib

on
uc

le
ot

id
e）

調
味

料
−（

3）
−（

3）

42
4

リ
ボ

フ
ラ

ビ
ン

（
別

名
ビ

タ
ミ

ン
B

2
）

rib
ofl

av
in（

vi
ta

m
in

 B
2）

強
化

剤
ほ

か
83

-8
8-

5
37

6.3
69

−（
1）（

6）（
11

）
+（

1）
−（

9）
Re

c 
as

sa
y:

  

−（
6）

42
5

リ
ボ

フ
ラ

ビ
ン

酪
酸

エ
ス

テ
ル

（
別

名
ビ

タ
ミ

ン
B

2
酪

酸
エ

ス
テ

ル
）

rib
ofl

av
in

 te
tr

ab
ut

yr
at

e（
vi

ta
m

in
 b

2 
te

tr
ab

ut
yr

at
e）

強
化

剤
ほ

か
75

2-
56

-7
65

6.7
33

−（
4）（

18
）

−（
4）

42
6

リ
ボ

フ
ラ

ビ
ン

5
’-リ

ン
酸

エ
ス

テ
ル

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

リ
ボ

フ
ラ

ビ
ン

リ
ン

酸
エ

ス
テ

ル
ナ

ト
リ

ウ
ム

又
は

ビ
タ

ミ
ン

B
2

リ
ン

酸
エ

ス
テ

ル
）

ri
bo

fla
vi

n 
5’-

ph
os

ph
at

e 
so

di
um

（
rib

of
la

vi
n 

ph
os

ph
at

e 
so

di
um

, v
ita

m
in

 B
2 

 p
ho

sp
ha

te
 s

od
iu

m
）

強
化

剤
ほ

か
13

0-
40

-5
47

8.3
3

−（
3）（

18
） +

（
5）

−（
3）

−（
7）

42
7

硫
酸

su
lfu

ric
 a

ci
d

製
造

用
剤

76
64

-9
3-

9
98

.07
2

−（
16

）

42
8

硫
酸

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

（
別

名
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
ミ

ョ
ウ

バ
ン

、
乾

燥
物

の
別

名
焼

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

ミ
ョ

ウ
バ

ン
）

al
um

in
um

 a
m

m
on

iu
m

 s
ul

fa
te（

cr
ys

ta
l: 

am
m

on
iu

m
 a

lu
m

,d
es

ic
ca

te
d:

 b
ur

nt
 a

m
m

on
i

um
 a

lu
m

）

膨
張

剤
ほ

か
77

84
-2

5-
0

23
7.1

5
−（

14
）

−
H

20
−

H
20

42
9

硫
酸

ア
ル

ミ
ニ

ウ
ム

カ
リ

ウ
ム

（
別

名
ミ

ョ
ウ

バ
ン

又
は

カ
リ

ミ
ョ

ウ
バ

ン
、

乾
燥

物
の

別
名

焼
ミ

ョ
ウ

バ
ン

）

al
um

in
um

 p
ot

as
si

um
 s

ul
fa

te（
cr

ys
ta

l: 
al

um
 o

r 
po

ta
ss

i
um

 a
lu

m
, d

es
ic

ca
te

d:
 b

ur
nt

 
al

um
）

膨
張

剤
ほ

か
10

04
3-

67
-1

25
8.2

1
−（

3）（
14

）
−（

3）
−

H
20

43
0

硫
酸

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

am
m

on
iu

m
 s

ul
fa

te
製

造
用

剤
77

83
-2

0-
2

13
2.1

4
−（

18
）

−
H

23

43
1

硫
酸

カ
リ

ウ
ム

po
ta

ss
iu

m
 s

ul
fa

te
調

味
料

ほ
か

77
78

-8
0-

5
17

4.2
5

塩
違

い
の

物
質

参
照

43
2

硫
酸

カ
ル

シ
ウ

ム
ca

lc
iu

m
 s

ul
fa

te
豆

腐
用

凝
固

剤
ほ

か
77

78
-1

8-
9

17
2.1

7
−（

13
）

−
H

23

43
3

硫
酸

第
一

鉄
fe

rr
ou

s 
su

lfa
te

強
化

剤
ほ

か
13

46
3-

43
-9

15
1.9

1
−（

3）（
19

）
+（

3）
−（

9）

43
4

硫
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
so

di
um

  s
ul

fa
te

製
造

用
剤

77
57

-8
2-

6
14

2.0
36

−（
18

）
−

H
23

43
5

硫
酸

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

m
ag

ne
siu

m
 s

ul
fa

te
豆

腐
用

凝
固

剤
ほ

か
74

87
-8

8-
9

12
0.3

61
−（

3）（
18

）
−（

3）
（

3）
は

乾
燥

品
で

も
実

施
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№
指

定
添

加
物

用
途

Ca
s#

分
子

量
変

異
原

性
試

験
備

 
 

 
考

名
 

 
 

称
英

 
 

 
名

A
m

es
試

験
染

色
体

異
常

試
験

小
核

試
験

T
GR 試
験

そ
の

他
の

試
験

43
6

D
L-

リ
ン

ゴ
酸

（
別

名
dl

 -リ
ン

ゴ
酸

）
D

L
-m

al
ic

 a
ci

d（
dl

 -
m

al
ic

 
ac

id
）

酸
味

料
69

15
-1

5-
7

13
4.0

87
−（

2）（
17

）
−（

2）

43
7

D
L-

リ
ン

ゴ
酸

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

dl
 -リ

ン
ゴ

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
so

di
um

 D
L-

m
al

at
e（

so
di

um
 

dl
 -m

al
at

e）
酸

味
料

ほ
か

13
8-

09
-0

17
8.0

51
−（

4）（
19

）
−（

4）

43
8

リ
ン

酸
ph

os
ph

or
ic

  a
ci

d
酸

味
料

76
64

-3
8-

2
97

.99
4

−（
18

）
−

H
23

43
9

リ
ン

酸
架

橋
デ

ン
プ

ン
di

st
ar

ch
 p

ho
sp

ha
te

増
粘

安
定

剤
ほ

か
-

−
FS

C2
0

−
FS

C2
0

−
FS

C2
0

44
0

リ
ン

酸
化

デ
ン

プ
ン

m
on

os
ta

rc
h 

 p
ho

sp
ha

te
増

粘
安

定
剤

ほ
か

-
−

FS
C2

0
−

FS
C2

0
−

FS
C2

0

44
1

リ
ン

酸
三

カ
リ

ウ
ム

（
別

名
第

三
リ

ン
酸

カ
リ

ウ
ム

）
tr

ip
ot

as
siu

m
 p

ho
sp

ha
te（

po
t

as
siu

m
 p

ho
sp

ha
te

, t
rib

as
ic

）
製

造
用

剤
77

78
-5

3-
2

21
2.2

64
−（

19
）

44
2

リ
ン

酸
三

カ
ル

シ
ウ

ム
（

別
名

第
三

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

）
tr

ic
al

ci
um

 p
ho

sp
ha

te（
ca

lc
i

um
 p

ho
sp

ha
te

, t
rib

as
ic

）
製

造
用

剤
ほ

か
77

58
-8

7-
4

31
0.1

8
−（

13
）

44
3

リ
ン

酸
三

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

（
別

名
第

三
リ

ン
酸

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

）
tr

im
ag

ne
siu

m
  p

ho
sp

ha
te

製
造

用
剤

10
23

3-
87

-1
26

2.8
6

塩
違

い
の

物
質

参
照

44
4

リ
ン

酸
水

素
二

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

（
別

名
リ

ン
酸

二
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
）

di
am

m
on

iu
m

 h
yd

ro
ge

n 
ph

o
sp

ha
te（

di
am

m
no

ni
um

 p
ho

sp
ha

te
 o

r 
am

m
no

ni
um

 p
ho

sp
h

at
e, 

di
ba

sic
）

製
造

用
剤

77
83

-2
8-

0
13

2.0
56

−（
18

）
−

H
23

44
5

リ
ン

酸
二

水
素

ア
ン

モ
ニ

ウ
ム

（
別

名
リ

ン
酸

一
ア

ン
モ

ニ
ウ

ム
）

am
m

on
iu

m
 d

ih
yd

ro
ge

n 
ph

o
sp

ha
te（

am
m

on
iu

m
 p

ho
sp

ha
te

, m
on

ob
as

ic
 o

r 
m

on
oa

m
m

o
ni

um
 p

ho
sp

ha
te

）

製
造

用
剤

77
22

-7
6-

1
11

5.0
25

−（
5）（

18
）

+（
5）

−（
7）

44
6

リ
ン

酸
水

素
二

カ
リ

ウ
ム

（
別

名
リ

ン
酸

二
カ

リ
ウ

ム
）

di
po

ta
ss

iu
m

 h
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e（

di
po

ta
ss

iu
m

 p
ho

sp
ha

te
 o

r 
po

ta
ss

iu
m

  
ph

os
ph

at
e, 

di
ba

sic
）

製
造

用
剤

77
58

-1
1-

4
17

4.1
74

−（
19

）

44
7

リ
ン

酸
二

水
素

カ
リ

ウ
ム

（
別

名
リ

ン
酸

一
カ

リ
ウ

ム
）

po
ta

ss
iu

m
 d

ih
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e（

m
on

op
ot

as
siu

m
製

造
用

剤
77

78
-7

7-
0

13
6.0

84
−（

18
）

−
H

22

44
8

リ
ン

酸
一

水
素

カ
ル

シ
ウ

ム
（

別
名

第
二

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

）
ca

lc
iu

m
 m

on
oh

yd
ro

ge
n 

ph
o

sp
ha

te（
ca

lc
iu

m
 p

ho
sp

ha
te

,
製

造
用

剤
13

6.0
6

13
6.0

6
−（

5）（
12

）
−（

5）

44
9

リ
ン

酸
二

水
素

カ
ル

シ
ウ

ム
（

別
名

第
一

リ
ン

酸
カ

ル
シ

ウ
ム

）
ca

lc
iu

m
 d

ih
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

at
e（

ca
lc

iu
m

 p
ho

sp
ha

te
,

製
造

用
剤

77
58

-2
3-

8
23

4.0
5

−（
3）（

14
）

−（
3）

45
0

リ
ン

酸
水

素
二

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

リ
ン

酸
二

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

di
so

di
um

 h
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

a
te（

di
so

di
um

 p
ho

sp
ha

te
）

製
造

用
剤

75
58

-7
9-

4
14

1.9
58

−（
3）（

19
）

−（
3）

（
3）

は
結

晶
，（

19
）

は
無

水
物

と
し

て

45
1

リ
ン

酸
二

水
素

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

リ
ン

酸
一

ナ
ト

リ
ウ

ム
）

so
di

um
 d

ih
yd

ro
ge

n 
ph

os
ph

a
te（

m
on

os
od

iu
m

 p
ho

sp
ha

te
）

製
造

用
剤

75
58

-8
0-

7
11

9.9
76

−（
18

）

45
2

リ
ン

酸
一

水
素

マ
グ

ネ
シ

ウ
ム

m
ag

ne
si

um
 m

on
oh

yd
ro

ge
n 

ph
os

ph
at

e
製

造
用

剤
ほ

か
77

82
-7

5-
4

17
4.3

3
塩

違
い

の
物

質
参

照

45
3

リ
ン

酸
三

ナ
ト

リ
ウ

ム
（

別
名

第
三

リ
ン

酸
ナ

ト
リ

ウ
ム

）
tr

iso
di

um
 p

ho
sp

ha
te（

so
di

um
 

ph
os

ph
at

e, 
tr

ib
as

ic
）

製
造

用
剤

76
01

-5
4-

9
16

3.9
4

−（
19

）
無

水
物

で
実

施

45
4

リ
ン

酸
モ

ノ
エ

ス
テ

ル
化

リ
ン

酸
架

橋
デ

ン
プ

ン
ph

os
ph

at
ed

 d
ist

ar
ch

 p
ho

sp
h

at
e

増
粘

安
定

剤
ほ

か
-

塩
違

い
の

物
質

参
照




